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〈出題傾向〉
（現代文）
　一五〇〇～五〇〇〇字程度の文章が出題されており、二五〇〇
字前後の比較的短めの文章が多い。二〇二一年度の出題文は全て
評論文だった。出題文のテーマは、文学・科学に関するものが主
で、美術・社会学に関するものなどもあり、一九九〇～二〇二〇
年代に書かれた文章が使われている。出題文は論理的な読解力を
求める内容だが、難解なものはない。
　個々の設問内容に関して、漢字問題は例年必出で、書き取りだ
けでなく、読み取りが出題される場合もあり、いずれの日程にお
いても、六問～九問ほど出題されている。ほとんどの日程では、
語句の意味を問う問題も出題され、単語・熟語・慣用表現につい
て問われている。特に難解な語句は問われていないが、誤用され
やすい表現が問われることもあり、選択肢の中から正確な意味を
選ぶ力が必要である。また、接続語・語句・脱落文を空欄に補充
する問題など、本文の文脈、論理を精緻に読み取らせる問題が多
く出題された。
　さらに、傍線部の意味・内容を問う問題もほとんどの日程で出
題されている。また、傍線部における筆者の心情や考えを問う問
題や本文との内容合致を問う問題など、本文全体の正確な内容の
把握が要求される問題も出題されている。こうした本文全体の把
握が必要とされる問題は、設問同士が同内容の対比であったり、
一つの設問で問われた筆者の主張が他の設問でさらに発展的に問
われたりする場合があり、一つの設問の間違いが他の設問に波及
して、得点を大きく落とす可能性があるので、注意したい。
　また、二〇二一年度は、単語や語句の抜き出し問題の出題はな
かった。文章で解答する記述問題は、二〇一九年度・二〇二〇年
度に引き続き、二〇二一年度も出題がなかった。
その他、文学史の問題が二〇二一年度では三日程で出題されてい
る。

（古文）
　二〇一九年度は、中古の作品から二題、中世の作品から二題、
近世の作品から二題の出題であった。二〇二〇年度は、鎌倉時代
の紀行文『春の深山路』、平安時代後期の短編物語集『堤中納言物
語』、鎌倉時代の軍記物語『平家物語』など、一日程を除いて一度
は目にしたことがあるであろう作品から出題された。
　二〇二一年度は、室町時代の仏教説話集『因縁抄』、鎌倉時代の
琵琶の継承に関する歴史物語『文机談』、江戸時代の怪談集『百物
語』、室町時代の物語集『御伽草子』の「磯崎」、江戸時代の俳人・
栗田樗堂の俳文「月夜さうし」、平安時代の長編物語『源氏物語』か
ら出題されており、一日程を除いてあまり目にしたことがないで
あろう作品からだった。
　本文量については、二〇二〇年度はいずれの日程も七〇〇～
一〇〇〇字程度であったが、二〇二一年度は、前期Ａ方式・中期
が七〇〇～八〇〇字程度、前期Ｂ方式・後期が一二〇〇～
一三〇〇字程度であった。二〇二〇年度は一日程を除いて和歌を
含む文章からの出題だったが、二〇二一年度は半分の日程（三日
程）で和歌を含む文章から出題された。設問数は、二〇一九年度・
二〇二〇年度と大きな違いはなく、七～十問であった。設問内容
は、現代語訳、動作の主語、敬語の種類と敬意の方向、傍線部の
内容説明、空欄補充、内容合致などの読解力を測定する設問を中
心に、古語の意味、用言・助詞の文法的知識を問う設問もほとん
どの日程で出題されている。また、文学史などの基本的な知識を
問う設問も出題されている。
　総じて、本文と設問のバランスのとれた出題内容であり、バラ
エティーに富んだ設問構成である。解答するにあたって、余裕が
ある試験時間とは言えないので、時間配分には十分注意したい。

〈学習対策〉
（現代文）
　上記の傾向分析からうかがえるように、本文の部分的理解を確
認する設問だけでなく、本文全体の骨子を把握させる問題も出題
されるのが本試験の特徴である。出題形式の違いに惑わされず、
大学側が受験生に求めている学力は、国語力の基盤である「語彙
力」と、それを基にした「読解力」であることを押さえておこう。
　まず、漢字問題の出題量が多く、必ず出題されるため、日々の
学習の中で漢字の書き取り・読み取りの訓練を行う習慣をつけよ
う。さらに、漢字問題に取り組む中で意味のわからない語句に出
会ったら、意味も調べて必ずその言葉を自分のものにすること。
そのために、常に手元に辞書を用意しておこう。漢字は単に「書
ける・読める」だけでは不十分で、意味を把握して使いこなせる
ようにしておく必要がある。また、慣用表現についても、文章の
中で、意味のわからないものに出会ったら、必ず辞書を引いて正
しい意味を確認しておこう。このように、「調べて覚える」学習姿
勢を意識的に確立することが大切である。こうして語彙力を身に
つけておくと、語句の空欄補充問題を解く力なども高まる。
　次に、文章の「読解」では、本文中の論理関係を把握するために、
接続語・指示語・構文などの文法事項を理解しておくことが基本
となる。標準からやや易しめの問題集や過去問の文章を使い、接
続語や指示語によって、文と文、あるいは段落と段落がどのよう
な論理関係になっているか、論理関係を意識しながら読む練習を
たくさん行おう。こうした学習により、文脈を把握する力がつく。
また、問題を解く際、傍線部が本文のどの部分と関連しているの
か、あるいは、選択肢のどの部分が本文のどこと関連しているの
かなど、文章と文章の対応関係を常に意識するようにしよう。

（古文）
　有名でない出典からも出題されることがあるため、古文を正確に
読解する力が必要とされる。また、古語・文法の知識や古典常識
などを一定の量インプットしておかないと、古文の読解は難しい。
普段から、こうした知識について学習しておくことが求められる。
　二〇一九年度・二〇二〇年度に引き続き、二〇二一年度も和歌
に関する設問があった。その対策のため、和歌の読解に不可欠な
縁語・枕詞・掛詞などの修辞を、しっかり理解しておこう。また、
本文中に引用されている作品や和歌に関連する文学史の問題が出
題されることもある。日頃から国語便覧などを手元に置いて、主
要な作品や和歌については、概要を暗記しておくことが望ましい。

●正確な読解力養成のために
①古語の強化…動詞・形容詞などの用言を中心に、何度も反復し
て学習することが望ましい。特に注意が必要なのは、「現代と
意味の異なる語」と「複数の意味を持つ語」の二種類である。現
代と意味の異なる語については、辞書の意味を確実に暗記して
おくことが必須である。複数の意味を持つ語が出題されるとき
は、文脈に適した意味を選んで答える力が求められることが多
い。辞書の意味を丸暗記するのではなく、語の大意や由来を把
握しておき、文脈に応じて判断できるようにしておこう。
②文法的知識の定着…助動詞や助詞の用法、意味・用法の識別な
どは必出なので、こうした問題で失点しないように、しっかり
学習をしておきたい。そのために、問題数が少なめの問題集を
繰り返し解くなどして、知識を定着させよう。

●記述対策もしておこう
　記述式設問の出題は、二〇二一年度にはなかったが、過去には
出題されていた。記述式設問が復活しても戸惑わないように、問
題集や参考書で、記述式設問に慣れておこう。そのとき、模範解
答の着眼点及び解答作成の手順を確認して、実際に解答を書いて
みることが大切である。
最後に、ふだん接する機会が少ないと思われる近世の文学作品も
出題されているため、日頃からふれておくとよいだろう。

国　語



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

〈出題のねらい〉
全体を通じて
　現代文は文学・科学・絵画・社会に関する論説文から出題して
います。いずれも平易な文章で書かれており、丁寧に読解すれば
解答することのできる問題です。文章を読んで文脈を正確に読解
できるか、また基本的な漢字や語彙を身に付けているかを問う問
題です。漢字や語意を問う問題については、失点せずに確実に正
解したいところです。読解力を問う問題は、選択肢を丁寧に検討
し、本文と照合する必要があります。日ごろから様々な分野の論
説文を読んで、どういう点を問題として書かれた文章なのか、ど
のように結論まで導かれているのかを、それぞれの文章のつなが
りや関係を意識しながら読む練習をするとよいでしょう。
　古文は『源氏物語』以外はなじみの無い作品だったかもしれませ
ん。しかし設問は、古典文法の理解や基本語彙の意味、文脈の読
解など、基礎的な学力を問うものです。どういう人物が登場して
いるのか、また登場人物たちはどういった関係にあるのか、どう
いう場面が展開されているのかを丁寧に読み取らないと解けない
問題が多いので、整理しながら読むようにしてください。

前期Ａ方式（ 1月29日）
　現代文は吉屋信子の文学活動に関する論説文からの出題でした。
問一の漢字問題は、選択肢も含め、同音異義語を書き分ける力が
求められます。問四丙「否定せん」は、文語調の表現です。動詞「す」
未然形＋意志助動詞「ん」なので、ア「否定しようということ」にな
ります。問八は、合致しないものを選ぶ問題です。ア「……敢え
て反旗を翻そうとした」の部分が、本文の「知らず知らず挑発的な
存在になっていた」と食い違います。
　古文は、江戸時代の『百物語』からの出題です。問六は、ねずみ
と猫、かえると蛇、淵と馬のそれぞれの関係が本文でどのように
書かれているかを踏まえれば正答にたどり着けます。問五は、傍
線部 ３の前の箇所に、二カ所「合点参らず」「合点ゆかず」という
文章があり、特に「淵が馬にはまるとは合点ゆかず」がヒントにな
ります。設問文に「歌の中から」とあるので、「淵が馬にやはまる
らん」の部分があてはまります。

前期Ｂ方式（ 1月30日）
　現代文は必答問題一問、選択問題一問です。選択問題の中には、
通常の読解問題とは別に、四字熟語の漢字問題、慣用句・ことわ
ざの意味を問う問題が課されています。一は文学に、二は脳科学
に関する文章です。一問五（解答番号16）は、直後の文章だけでは
なく、この段落の冒頭から丁寧に読めば、絶対的であったキリス
ト教の価値観を覆すものであることを意味しているという正答に
たどり着けます。二Ⅱの語意問題の「付和雷同」（解答番号47）「明
鏡止水」（解答番号50）は誤りやすいものです。四字熟語は意味だ
けではなく、漢字まで正確に覚えるようにしましょう。三の古文
は室町物語『磯崎』から出題しています。夫の連れ帰った新しい妻
に、以前からの妻が嫉妬している場面である、ということを念頭
に置きながら、どのように物語が進んでいるのかを考えて読めば、
解答しやすい問題も多かったでしょう。問二（解答番号66）は、ｂ
から考えると解きやすいでしょう。主語が「人」ですから、自分の
願望を表す「ばや」ではなく、他人に対する願望を示す語が入るこ
と、また直前の「来たれ」が已然形なので、未然形に接続する「なむ」
ではなく「かし」が入る、という順序で考えると正解にたどり着け
ます。問五（解答番号71）は、直後の和歌が、女性の心が「直

すぐ

ならば」、
牝牛の角も定規だろう、つまり「直」ではないのだと詠んでいるこ
とが分かれば、「直」の反対の曲がっていることを表す言葉、①「ゆ
がめる」が入ると判明します。

中期（ 2月16日）
　現代文は絵画に関する論説文、古文は江戸時代の俳人による随
筆文からの出題です。問四乙（解答番号16）は、「穿った」の語意を
問う問題です。「穿った」を選択肢②の「殊更に疑ってかかるよう
な見方をすること」の意で用いるのは誤用です。問八（解答番号20）
は正答率が低かったのですが、⑤『あめりか物語』という作品名を
知らずとも、他の選択肢はそれぞれ別の作家の著名な作品ですか
ら、消去法で解きたい問題です。
　古文は江戸時代の俳人による随筆「月夜さうし」で、なじみの無
い作者・作品だったでしょう。しかし、文章は平易で、内容も秋
の月の美しさを風雅に賞美するというものです。月の美しさを楽
しむとという主題から文章を読んでいけば、基本的な古語の知識
と合わせて正答に辿り着ける問題が多いです。問五（解答番号28）
は、「心憎し」の語意と、「少しばかり見残し」が完全に満足するま
では見ないことを意味していると理解できれば、正答にたどり着
けます。

後期（ 3月 8日）
　現代文は社会学の論説文を、古文は『源氏物語』から出題しまし
た。現代文は平易な文章ではありますが、カタカナの専門用語が
多用される文章なので、戸惑ったかもしれません。しかし注に示
された内容を理解した上で落ち着いて読めば、決して難しい文章
ではありません。問六（解答番号20）は、【ⅲ】と迷いやすのですが、
【ⅲ】は直前に「反対意見の人の……」に同内容の文章があり重複す
ることになるので不適。
　古文は『源氏物語』からの出題ですが、光源氏・朝顔の姫君・女
五の宮・桐壺院・桃園の宮といった登場人物が、それぞれ別の呼
称で登場するため、どの語が誰を指すのか、また人物関係を整理
して読む必要があったため、全体的に難しかったかもしれません。
しかし、問一の語彙問題や問二の文法問題は、基本的な事項を問
う問題ですので、確実に正答したいところです。問一 f（解答番
号29）は正答率の低かった問題ですが、「あやしき御推し量りにな
む」が、三行前の女五の宮の言葉「さりとも劣りたまへらむとこと
推し量りはべれ」に対するものであること、女五の宮が「冷泉帝は
光源氏より劣っていらっしゃるだろう」と発言していることを踏
まえれば、④が正答であるとたどり着けます。問三ⅳ（解答番号
３4）は、主語が「この宮」である尊敬表現なので、「この宮」が誰を
指すのかを考える必要があります。発話者は女五の宮であり、「宮」
と呼ばれるのは⑤⑥のいずれかとなるが、この邸宅が⑤故式部卿
宮（桃園の宮）の所有であったことが冒頭に示されているので、⑤
であると分かります。
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注
3

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
＝
性
と
欲
望
に
関
わ
る
人
間
の
活
動
。

注
4
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代
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・
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代
主
義
。
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九
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紀
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に
か
け
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展
開
さ
れ
た
、
伝
統
主
義
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

表
現
方
法
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る
、
芸
術
の
諸
分
野
に
お
け
る
運
動
。
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5
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敗
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（
一
九
四
五
年
）
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
（
一
九
五
二
年
）
ま
で
の
約

七
年
間
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
時
代
。

注
6

ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ズ
ム
＝
同
性
愛
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
。

注
7

第
二
芸
術
＝
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
桑
原
が
、
俳
句
を
前
近
代
的
な
も
の
と
し
て
批
判
し
、
小
説
や
戯
曲
よ
り
も
下
位
に
置
く
べ
き
も
の
と

い
う
意
味
を
込
め
て
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。

注
8

家
元
俳
句
＝
俳
句
結
社
の
頂
点
に
位
置
す
る
家
元
（
宗
匠
）
が
、
伝
統
的
約
束
事
な
ど
を
重
ん
じ
て
同
人
を
指
導
す
る
制
度
の
中
で
作
ら

れ
る
俳
句
の
こ
と
。
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信
子
の
仕
事
に
は
あ
る
。
生
前
の
吉
屋
信
子
は
、
し
ば
し
ば
批
評
家
か
ら

に

さ
れ
る
こ
と
を
嘆
き
、
小
林
秀
雄
が
彼
女
の
作
品
に

嫌
悪
を
あ
ら
わ
に
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
傷
つ
き
も
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
は
ん
め
ん
で
は
、
吉
屋
信
子
の
仕
事
が
理
論
武
装
の
結
果
で
な
し
に
知

あ
か
し

ら
ず
知
ら
ず
挑
発
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
証
で
も
あ
ろ
う
。
職
業
的
な
批
評
家
に
と
っ
て
は
あ
つ
か
い
に
く
い
、
い
ら
だ
た
し
い
対
象
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
自
身
が
既
成
の
文
芸
観
か
ら
解
き
放
た
れ
な
け
れ
ば
と
、
小
論
の
冒
頭
に
記
し
た
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
も
あ
る
。

（
中
略
）

戦
時
下
か
ら
占
領
期
に
か
け
て
の
む
つ
か
し
いⅱ
時
世
に
、
吉
屋
信
子
は
、

ほ

と
か
手
す
さ
び
と
か
片
づ
け
ら
れ
な
い
熱
意
を

も
っ
て
俳
句
ジ
ャ
ン
ル
に
か
か
わ
っ
た
。
こ
の
時
代
、
俳
句
界
に
た
い
し
て
は
、
桑
原
武
夫
「
注
7第二

芸
術

現
代
俳
句
に
つ
い
て
」（
初
出
『
世

界
』
一
九
四
六
年
一
一
月
）
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
を丙
否
定
せ
ん
ば
か
り
の
批
判
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て
も
い
た
。

た
い
は
い

あ
い
い

し
か
し
な
が
ら
、
吉
屋
信
子
が
掘
り
お
こ
し
た
俳
人
は
い
ず
れ
も
、
注
8家元

俳
句
、
宗
匠
制
度
、
結
社
の
頽
廃
と
は
相
容
れ
な
い
、
強
烈
な
個
性
の

持
ち
主
で
あ
る
。

つ
え

姉
妹
も
幼
な
じ
み
も
身
売
り
し
な
け
れ
ば
暮
ら
し
が
立
た
ぬ
よ
う
な
境
涯
に
生
ま
れ
育
ち
、
ス
ラ
ム
街
で
病
魔
と
闘
い
、
俳
句
を
心
の
杖
と
し
た

も
っ
ぽ

さ
び

富
田
木
歩
。「
せ
き
を
し
て
も
ひ
と
り
」「
入
れ
も
の
が
な
い
両
手
で
受
け
る
」「
淋
し
い
ぞ
一
人
五
本
の
ゆ
び
を
開
い
て
見
る
」
と
い
っ
た
、
み
ま

ほ
う
さ
い

が
い
よ
う
も
な
く
彼
の
も
の
で
し
か
な
い
孤
絶
の
句
を
詠
ん
だ
、
尾
崎
放
哉
。
永
井
荷
風
と
わ
た
り
あ
っ
た
岡
崎
え
ん
女
。
彼
ら
に
と
っ
て
俳
句
の

様
式
は
、
な
ま
ぬ
る
い
習
俗
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。Ⅱ
様
式
の
内
側
か
ら
、
様
式
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
破
滅
型
の
魂
が
鍛
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
俳
人
た
ち
を
選
び
、
そ
の
生
の
軌
跡
と
む
か
い
あ
う
こ
と
で
、
吉
屋
信
子
も
ま
た
鍛
え
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（
川
崎
賢
子
「
成
熟
し
た
読
者
の
た
め
の
吉
屋
信
子
」
に
よ
る
）

注
1

高
等
女
学
校
＝
明
治
時
代
以
降
存
在
し
て
い
た
、
女
子
を
対
象
と
し
た
中
等
教
育
機
関
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
廃
止
さ
れ
た
。

注
2

日
露
戦
争
＝
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
大
日
本
帝
国
と
ロ
シ
ア
帝
国
と
の
戦
争
。

2

念
々
校
紙― 3 ―

3

Ａ（国）

２１１８０２ Page 3 2020.12.18 14.48.09

２１１８０２_3

少
女
小
説
界
の
ア
イ
ド
ル
に
し
て
少
女
文
化
の

い

者
と
な
っ
た
吉
屋
信
子
を
、
少
女
雑
誌
の
編
集
者
は
容
易
に
手
放
そ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
が
、
そ
れ
で
も
一
九
二
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
新
聞
や
婦
人
雑
誌
を
舞
台
に
、
家
庭
小
説
を
執
筆
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
も
吉
屋
信
子
は甲
一
家
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
同
時
代
の
風
俗
に
取
材
し
た
家
庭
小
説
、
戦
後
の
「
徳
川
の
夫
人
た
ち
」
に
代
表
さ
れ

ち
ょ
う
へ
ん

る
歴
史
小
説
で
、
吉
屋
信
子
は
振
幅
の
大
き
い
長
篇
物
語
を
紡
ぎ
だ
し
て
み
せ
た
。

た
ん
ぺ
ん

い
っ
ぽ
うＤ
サ
ン
パ
ツ
的
に
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
短
篇
群
で
は
、
幻
想
味
の
勝
っ
た
作
品
が
印
象
深
い
。
吉
屋
自
身
の
女
学
生
時
代
の
愛
読
書
は
泉
鏡

し
ゃ
だ
つ

花
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
注
4モダ

ニ
ズ
ム
の
試
み
を
経
過
し
た
吉
屋
の
幻
想
小
説
は
、
時
に
モ
ダ
ン
怪
談
ふ
う
の乙
洒
脱
な
も
の
に
も
な
り
、

ぐ
う
い

時
に
は
社
会
性
寓
意
性
を
お
び
て
戦
後
文
芸
と
斬
り
結
ぶＥ
カ
ヒ
ン
を
残
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
さ
ら
に
、
句
作
か
ら
俳
人
伝
ま
で
、
俳
句
の
領
域
の
仕
事
が
加
わ
る
。
戦
時
下
に
久
米
正
雄
の
句
会
に
参
加
し
、
一
九
四
四
（
昭
和
一

九
）
年
に
は
、
高
浜
虚
子
にＦ
シ
ジ
し
た
。
敗
戦
後
、
注
5占領

下
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
占
領
軍
のⅰ
検
閲
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
雑
誌
デ
ー
タ
を
収

め
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
目
次
デ
ー
タ
に
よ
る
な
ら
、
一
九
四
五
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
九
年
一
一
月
ま
で
、
吉
屋
信
子
執
筆
の
記
事
は
五
三
件
、

（
中
略
）
各
種
の
俳
誌
へ
の
寄
稿
は
す
く
な
く
と
も
一
八
件
に
の
ぼ
る
。
雑
誌
の
有
名
無
名
、
大
小
を
問
わ
ず
、
敗
戦
後
の
出
版
ブ
ー
ム
で
多
忙
を

き
わ
め
る
な
か
地
方
誌
に
も
つ
き
あ
っ
て
、
吉
屋
に
と
っ
て
は
俳
句
ジ
ャ
ン
ル
と
の
か
か
わ
り
が
、

ろ

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
駆
け
足
で
吉
屋
信
子
の
仕
事
を
概
観
し
て
み
る
と
、
そ
れ
が
、
歴
史
性
と
政
治
性
に
よ
っ
て
こ
と
さ
ら
狭
く
偏
っ
た
も
の
に
さ
れ
た

既
成
の
近
代
文
学
の
枠
組
み
を
、
や
や

は

し
た
と
こ
ろ
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
吉
屋
の
仕
事
は
、
小
説
ジ
ャ
ン
ル
中
心

の
文
芸
観
な
り
、
成
人
の
男
性
の
書
き
手
が
同
じ
く
成
人
の
男
性
の
読
み
手
を
想
定
し
て
書
く
と
い
う
暗
黙
の
前
提
な
り
、
さ
ら
に
は
、
テ
キ
ス
ト

に
描
か
れ
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
異
性
愛
に
特
化
す
る
注
6ヘテ

ロ
セ
ク
シ
ズ
ム
な
り
と
い
っ
た
、
文
学
的
慣
行
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
異
和
を
も
た
ら
す
。

異
界
・
異
類
・
死
と
い
っ
た
要
素
と
の
交
渉
に
よ
る
現
実
の
揺
ら
ぎ
と
幻
想
の
生
成
と
い
っ
た
、
短
篇
小
説
の
試
み
も
、
そ
こ
に
数
え
い
れ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

吉
屋
自
身
が
「
大
人
の
小
説
」「
純
文
学
」
と
呼
ん
だ
文
芸
の
規
範
に
も
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
も
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
吉
屋
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一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

現
代
の
読
者
の
手
に
、
吉
屋
信
子
（
一
八
九
六
―
一
九
七
三
）
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
は
、
文
芸
上
の
既
成
観
念
の
い
く
つ
か
か
ら
、
読
者
自
身

が
解
き
放
た
れ
る
必
要
が
あ
る
。

吉
屋
信
子
は
、
一
九
一
〇
年
代
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
続
々
と
創
刊
さ
れ
た
少
女
雑
誌
のＡ
ト
ウ
コ
ウ
者
と
し
て
出
発
し
、「
花
物

語
」（
初
出
『
少
女
画
報
』
一
九
一
六
〜
）
の
連
載
に
よ
っ
て
少
女
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
者
と
な
っ
た
。

そ
の
中
心
的
な
読
者
層
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
、
注
1高等

女
学
校
の
女
学
生
た
ち
で
あ
る
。
注
2日露

戦
争
後
、
新
中
間
層
と
よ
ば
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、Ｂ
カ
ン
リ
、
教
員
等
の
配
偶
者
と
し
て
専
業
主
婦
層
が
浮
上
す
る
が
、
高
等
女
学
校
の
女
学
生
た
ち
は
、
い
わ
ば
そ
の
予
備
軍
に
当
た
っ
て
い
た
。

す
べ

産
業
化
さ
れ
る
社
会
の
な
か
で
経
済
的
に
自
立
す
る
術
を
訓
練
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
男
は
外
に
女
は
内
に
と
い
う
性
別
分
業
の
規
範
性
を
、

女
学
生
た
ち
は
学
ぶ
の
だ
っ
た
。
稼
ぎ
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
次
世
代
の
稼
ぎ
手
を
再
生
産
し
、
消
費
を
切
り
詰
め
、
手
に
入
れ
た
商
品
を
家
族
に
よ

り
良
く
供
す
る
た
め
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
、
教
え
ら
れ
た
り
も
し
た
。

女
学
生
た
ち
は
同
世
代
の
異
性
た
ち
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
た
し
、
配
偶
者
を
選
び
と
る
自
由
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
心
を
う

ち
あ
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
感
性
を
と
も
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
友
は
、
同
性
に
か
ぎ
ら
れ
、
そ
の
友
と
のＣ
オ
ウ
ラ
イ
も
結
婚
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ

る
こ
と
は
多
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
い
と
な
み
は
、
た
ち
は
だ
か
る
現
実
の
ま
え
に
閉
ざ
さ
れ
て
み
え
る
だ
け
に
、
む
し
ろ
そ
の
内
圧
は
高
く
、
た

と
え
ば
少
女
雑
誌
を
媒
体
と
し
て
展
開
す
る
幻
想
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
境
遇
を
同
じ
く
す
る
仲
間
を
も
と
め
て
広
範
な
も
の
に
な
っ
た
。

吉
屋
信
子
の
少
女
小
説
は
、
華
や
ぎ
の
か
げ
に
あ
っ
てⅠ
少
女
た
ち
を
少
女
た
ら
し
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
、
悲
し
み
、
あ
き
ら
め
と
い
っ
た

情
緒
ま
で
も
す
く
い
あ
げ
る
独
特
の
文
体
に
よ
っ
て
、
読
者
の
心
を
し
か
と
と
ら
え
た
。
異
性
愛
の
性
役
割
と
注
3セク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
に
た
い
す
る
、

強
い
異
和
の
意
識
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
、
お
そ
ら
く
作
家
自
身
に
も
自
覚
さ
れ
ず
に
い
た
で
あ
ろ
う
批
評
性
と
可
能
性
と
を
、
与
え
て
い
た
。
作

家
の
自
覚
の
お
よ
ば
な
い
領
域
を
、
読
み
と
っ
て
ふ
く
ら
ま
せ
る
読
者
た
ち
が
い
た
。
少
女
小
説
と
は
誰
に
む
け
て
、
何
を
、
い
か
に
書
く
べ
き
か
、

吉
屋
信
子
と
読
者
た
ち
は
、
い
わ
ば
そ
の
手
本
が
形
成
さ
れ
る
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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国語〔前期Ａ方式 1 /２9〕（時間80分）



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
二

線
部
ⅰ
・
ⅱ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。

ⅰ

検
閲
〔

ア

け
ん
ら
ん

イ

け
ん
さ
つ

ウ

け
ん
ら
い

エ

け
ん
え
つ

オ

け
ん
ぶ
ん

〕

ⅱ

時
世
〔

ア

じ
せ
つ

イ

と
き
よ

ウ

じ
せ

エ

と
き
せ

オ

じ
せ
い

〕

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

け
ん
い
ん

い
〔

ア

牽
引

イ

創
始

ウ

追
随

エ

供
述

オ

異
端

〕

ろ
〔

ア

な
け
な
し

イ

な
ま
な
か

ウ

な
し
く
ず
し

エ

か
た
す
か
し

オ

か
た
く
な

〕

は
〔

ア

誤
解

イ

諦
観

ウ

逸
脱

エ

模
倣

オ

徹
底

〕

に
〔

ア

束
縛

イ

論
評

ウ

相
殺

エ

批
正

オ

黙
殺

〕

ほ
〔

ア

技
巧

イ

虚
偽

ウ

余
剰

エ

虚
飾

オ

余
技

〕

問
四

線
部
甲
「
一
家
を
な
す
」、
乙
「
洒
脱
」、
丙
「
否
定
せ
ん
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら

一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

甲
「
一
家
を
な
す
」

ア

家
を
建
て
る
ま
で
に
成
功
す
る
こ
と
。

イ

大
き
な
発
言
権
を
得
る
こ
と
。

ウ

強
い
主
張
で
相
手
を
制
圧
す
る
こ
と
。

エ

多
大
な
収
入
を
得
る
こ
と
。

オ

そ
の
領
域
で
大
成
す
る
こ
と
。
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問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ａ

ト
ウ
コ
ウ

ア

現
状
を
ト
ウ
カ
ン
視
す
る
。

イ

新
規
事
業
に
ト
ウ
シ
す
る
。

ウ

ト
ウ
サ
ク
的
快
楽
に
ふ
け
る
。

エ

ト
ウ
イ
即
妙
の
返
答
を
す
る
。

オ

試
合
で
の
ケ
ン
ト
ウ
を
祝
す
。

Ｂ

カ
ン
リ

ア

カ
ン
ダ
イ
な
処
置
。

イ

カ
ン
ゲ
ン
に
の
せ
ら
れ
る
。

ウ

カ
ン
コ
ン
葬
祭
。

エ

カ
ン
セ
イ
葉
書
を
買
う
。

オ

諸
事
情
を
カ
ン
ア
ン
す
る
。

Ｃ

オ
ウ
ラ
イ

ア

大
オ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
遂
げ
る
。

イ

オ
ウ
フ
ウ
の
建
築
。

ウ

オ
ウ
セ
ツ
に
い
と
ま
が
な
い
。

エ

一
国
の
オ
ウ
イ
を
継
承
す
る
。

オ

証
拠
物
件
を
オ
ウ
シ
ュ
ウ
す
る
。

Ｄ

サ
ン
パ
ツ

ア

大
企
業
の
サ
ン
カ
に
入
る
。

イ

ヒ
サ
ン
な
結
末
を
迎
え
る
。

ウ

サ
ン
コ
ウ
資
料
を
配
る
。

エ

シ
ン
サ
ン
を
な
め
る
。

オ

サ
ン
ブ
ン
と
韻
文
の
違
い
。

Ｅ

カ
ヒ
ン

ア

カ
ダ
イ
な
評
価
を
受
け
る
。

イ

必
要
以
上
に
フ
カ
を
か
け
る
。

ウ

カ
キ
ュ
ウ
の
事
態
が
発
生
す
る
。

エ

あ
り
え
な
い
こ
と
を
カ
ソ
ウ
す
る
。

オ

物
語
が
カ
キ
ョ
ウ
に
入
る
。

Ｆ

シ
ジ

ア

シ
リ
滅
裂
な
言
動
。

イ

芸
術
シ
ジ
ョ
ウ
主
義
。

ウ

セ
ン
キ
ョ
ウ
シ
の
布
教
。

エ

眼
光
シ
ハ
イ
に
徹
す
。

オ

侵
略
を
ヨ
ク
シ
す
る
。
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問
六

線
部
Ⅱ
「
様
式
の
内
側
か
ら
、
様
式
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
破
滅
型
の
魂
が
鍛
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
表
し
た

例
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

も
と
も
と
小
説
家
で
あ
っ
た
吉
屋
信
子
が
、
同
じ
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
俳
句
の
領
域
に
目
を
向
け
、
新
た
に
個
性
的
な
俳
人
た
ち
を
発

掘
し
た
こ
と
で
、
彼
女
の
小
説
家
と
し
て
の
感
性
が
よ
り
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
可
能
に
な
っ
た
。

あ

と
ら

イ

吉
屋
信
子
が
注
目
し
た
俳
人
た
ち
は
、
伝
統
的
な
様
式
を
持
つ
俳
句
と
い
う
領
域
に
敢
え
て
取
り
組
み
な
が
ら
、
従
来
の
様
式
に
囚
わ
れ

な
い
表
現
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
破
滅
を
志
向
す
る
本
性
が
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
彼
ら
独
自
の
個
性
的
な
表
現
が
可
能
に
な
っ
た
。

ウ

小
説
家
で
あ
っ
た
吉
屋
信
子
が
、
同
じ
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
俳
句
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
同
時
代
の
批
判
を
検
討
し
た
こ
と
で
、

か
え
っ
て
俳
句
の
新
た
な
魅
力
に
目
覚
め
る
こ
と
に
な
り
、
破
滅
的
に
生
き
る
個
性
的
な
俳
人
た
ち
の
発
掘
に
成
功
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
桑
原
武
夫
が
、
同
じ
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
俳
句
を
否
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
屋
信
子
が
注
目
し
た
よ
う

な
強
烈
な
個
性
を
持
つ
人
々
は
、
俳
人
で
あ
り
な
が
ら
伝
統
的
な
様
式
の
破
壊
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

オ

吉
屋
信
子
が
注
目
し
た
俳
人
た
ち
は
、
そ
の
あ
ま
り
に
孤
独
で
個
性
的
な
性
格
ゆ
え
に
、
伝
統
的
な
様
式
を
破
壊
し
た
い
と
い
う
欲
求
を

抑
え
き
れ
ず
、
そ
の
実
現
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
、
と
も
す
れ
ば
破
滅
に
向
か
い
た
が
る
個
性
を
、
よ
り
鍛
え
あ
げ
て
い
っ
た
。

問
七

線
部
「
幻
想
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
あ
り
ま
す
が
、
少
女
た
ち
が
形
成
し
た
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
格
と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の

を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

つ
な

ア

小
説
の
読
者
に
よ
る
、
小
説
へ
の
共
感
を
通
し
て
の
繋
が
り
で
あ
り
、
日
々
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て
交
遊
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

イ

現
実
の
交
友
関
係
に
制
限
が
あ
る
少
女
た
ち
が
、
せ
め
て
雑
誌
を
媒
介
に
、
同
様
の
感
覚
を
持
つ
友
人
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
し
た
。

ウ

厳
し
い
現
実
の
中
で
、
人
と
の
繋
が
り
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
少
女
た
ち
が
、
雑
誌
が
提
供
す
る
共
同
体
を
受
動
的
に
受
け
い
れ
た
。

エ

現
実
の
生
に
不
安
・
不
満
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
雑
誌
上
で
共
感
し
合
え
る
存
在
を
強
く
求
め
る
少
女
た
ち
の
欲
求
が
背
景
に
あ
る
。

オ

少
女
た
ち
が
、
作
者
が
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
ま
で
も
小
説
か
ら
読
み
取
り
、
内
容
を
増
幅
さ
せ
、
そ
れ
を
共
有
し
よ
う
と
し
た
。
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乙
「
洒
脱
」

ア

凝
っ
た
趣
向
が
あ
る
こ
と
。

イ

滑
稽
味
が
あ
る
こ
と
。

ウ

俗
気
の
な
い
こ
と
。

し
ゃ
れ

エ

お
洒
落
で
浮
薄
な
こ
と
。

オ

現
代
的
で
あ
る
こ
と
。

丙
「
否
定
せ
ん
」

ア

否
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。

イ

否
定
す
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ

否
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

エ

否
定
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

オ

否
定
す
る
ま
い
と
い
う
こ
と
。

問
五

線
部
Ⅰ
「
少
女
た
ち
を
少
女
た
ら
し
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
、
悲
し
み
、
あ
き
ら
め
と
い
っ
た
情
緒
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

「
情
緒
」
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

少
女
た
ち
が
、
少
女
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
ら
の
感
情
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
諦
め
る
し
か
な
い
。

イ

少
女
た
ち
は
、
少
女
ら
し
く
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
負
の
感
情
に
執
着
す
る
。

ウ

少
女
た
ち
を
、
少
女
ら
し
く
い
さ
せ
る
た
め
に
は
、
彼
女
た
ち
に
そ
れ
ら
の
情
緒
を
忌
避
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

エ

少
女
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
情
緒
に
浸
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
を
、
少
女
の
特
権
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

オ

少
女
た
ち
が
、
そ
れ
ら
の
感
情
を
抱
え
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、
少
女
と
い
う
も
の
の
本
質
で
あ
る
と
い
え
る
。
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国語〔前期Ａ方式 1 /２9〕



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
三

線
部
1
「
か
へ
る
は
き
こ
ゆ
る
歌
よ
み
な
れ
ば
」
に
つ
い
て
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ
「
き
こ
ゆ
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

名
高
い

イ

耳
の
よ
い

ウ

声
の
大
き
な

エ

悪
名
高
い

オ

聞
い
た
こ
と
の
あ
る

よ

Ⅱ

こ
の
部
分
は
、
次
に
記
す
『
古
今
和
歌
集
』「
仮
名
序
」
の
冒
頭
部
分
に
拠
っ
て
い
ま
す
。

や
ま
と
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に

う
ぐ
ひ
す

思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
言
ひ
出
だ
せ
る
な
り
。
花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
住
む1
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
、2
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。

ⅰ

右
の
『
古
今
和
歌
集
』「
仮
名
序
」
に
お
け
る

線
部
1
「
蛙
」
の
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
記
し
な
さ
い
。

ⅱ

右
の

線
部
2
「
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

鶯
と
蛙
だ
け
が
歌
を
詠
じ
る
。

イ

誰
も
が
み
な
歌
を
理
解
す
る
。

ウ

歌
を
詠
じ
な
い
の
は
誰
と
誰
か
。

エ

誰
も
が
み
な
歌
を
詠
じ
る
。

オ

歌
を
理
解
し
な
い
の
は
誰
々
か
。

ⅲ
『
古
今
和
歌
集
』
と
成
立
年
代
の
最
も
近
い
文
学
作
品
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア

枕
草
子

イ

土
佐
日
記

ウ

源
氏
物
語

エ

古
事
記

オ

蜻
蛉
日
記
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注
1

因
果
経
＝
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』
の
略
称
。

注
2

一
間
真
中
＝
四
畳
半
の
広
さ
の
こ
と
。

注
3
「
あ
ま
が
へ
る
ど
の
は
い
つ
死
に
給
ひ
た
」
＝
子
ど
も
の
遊
び
で
、
あ
ま
が
え
る
の
葬
式
と
し
て
、
麦
わ
ら
で
作
っ
た
籠
に
か
え
る
を
入

れ
て
唱
え
た
言
葉
。

問
一

線
部
「
あ
ら
も
の
う
や
」
を
品
詞
分
解
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア

あ
ら
も
／
の
う
／
や

イ

あ
ら
も
の
／
う
／
や

ウ

あ
ら
／
も
／
の
う
／
や

エ

あ
ら
／
も
の
う
／
や

オ

あ
ら
／
も
の
／
う
／
や

問
二

線
部
①
「
に
げ
ま
は
り
て
」、
②
「
い
へ
ば
」、
③
「
い
へ
ば
」、
④
「
語
り
し
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
語
は
誰
で
す
か
。
最
も

適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

ア

か
へ
る

イ

蛇

ウ

さ
る
人

エ

猫

オ

ね
ず
み
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二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

や
ぶ

さ
る
人
の
語
り
し
は
、
古
ね
ず
み
藪
の
中
に
か
が
み
ゐ
て
な
げ
き
け
る
は
、
世
の
中
に
生
を
う
く
る
も
の
お
ほ
き
中
に
、
わ
れ
ら
ほ
ど
か
な
し
き

も
の
は
あ
ら
じ
。
ま
づ
猫
の
く
ひ
も
の
に
そ
な
は
り
、
ま
た
人
に
見
つ
け
ら
れ
て
は
こ
ろ
さ
れ
、
一
生
こ
そ
め
き①
に
げ
ま
は
り
て
、
し
づ
か
な
る
ま

も
な
し
。
あ
ら
も
の
う
や
と
申
し
け
れ
ば
、
か
へ
る
聞
き
て
、
御
な
げ
き
は
も
つ
と
も
な
る
が
、
わ
れ
ら
も
か
は
ら
ぬ
身
な
り
。
こ
の
身
は
蛇
の
ゑ

い

じ
き
に
そ
な
は
り
、
草
ふ
か
き
所
に
す
め
ば
、
人
に
ふ
み
こ
ろ
さ
れ
、
草
な
き
所
に
出
づ
れ
ば
、
水
に
か
つ
ゑ
、
一
生
か
な
し
き
と
て
、
二
ひ
き
と

ど
う

も
に
な
み
だ
を
な
が
し
、
い
ざ
や
こ
の
身
の
前
生
を
聞
き
て
後
世
を
い
の
ら
ん
と②
い
へ
ば
、
も
つ
と
も
と
同
じ
け
れ
ば
、
ね
ず
み
語
り
け
る
は
、
さ

い
ん
ぐ
わ
き
や
う

る
寺
に
て
注
1
因
果
経
を
聞
き
し
が
、
ね
ず
み
の
前
生
は

ａ

な
り
。
ね
ず
み
を
取
る
と
の
み
思
ふ
ゆ
ゑ
、
ね
ず
み
と
生
ま
れ
て
、

ｂ

に
く
は
る
る
と
聞
き
し
ほ
ど
に
、
そ
な
た
も
前
生

ｃ

に
て
か
へ
る
を
の
ま
む
の
ま
む
と
の
一
念
に
て
今
ま
た
か

へ
る
と
生
ま
れ
て

ｄ

に
の
ま
れ
け
る
と
お
ぼ
し
め
せ
と③
い
へ
ば
、1
か
へ
る
は
き
こ
ゆ
る
歌
よ
み
な
れ
ば
、
も
つ
と
も
さ
や
う
に
因

果
の
ま
は
り
く
る
こ
と
あ
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
こ
こ
に
不
審
な
る
歌
あ
り
。
聞
き
て
見
給
へ
と
て
、

Ａ

い
に
し
へ
の
淵
が
馬
に
や
は
ま
る
ら
ん
今
ま
た
馬
が
淵
に
は
ま
れ
り

と
は
べ
り
し
歌
の
、2
馬
が
淵
に
は
ま
る
は
こ
と
わ
り
な
り
。
淵
が

ｅ

に
は
ま
る
と
い
へ
る
こ
と
、
な
に
と
も
合
点
参
ら
ず
と
い
ふ

に
、
ね
ず
み
し
ば
ら
く
吟
じ
て
み
れ
ど
も
、
淵
が
馬
に
は
ま
る
と
は
合
点
ゆ
か
ず
。
か
や
う
な
る
こ
と
は
世
を
の
が
れ
つ
つ
し
づ
か
に
暮
ら
し
て3
案

い
つ
け
ん
ま
な
か

ぜ
ば
合
点
参
る
べ
し
、
い
ざ
や
と
か
く
世
を
い
と
ひ
申
さ
む
と
、
ね
ず
み
は
注
2
一
間
真
中
の
板
屋
を
立
て
て
、
世
を
の
が
れ
し
が
、
悪
念
ふ
か
き
も
の

な
れ
ば
、
ひ
と
月
こ
ら
へ
ず
俗
に
な
り
し
ゆ
ゑ
、
今
に甲
は
つ
か
ね
ず
み
と
て
人
な
ほ
憎
む
な
り
。
か
へ
る
は
道
心
ふ
か
く
麦
わ
ら
の
し
べ
に
て
家
を

つ
く
り
、
あ
ま
に
な
り
て
一
生
を
過
ご
せ
り
と
な
り
。
い
ま
に
子
ど
も
ま
で
も
注
3
「乙
あ
ま
が
へ
る
ど
の
は
い
つ
死
に
給
ひ
た
」
な
ど
い
ひ
て
と
ぶ
ら
は

れ
け
る
と④
語
り
し
。

（『
百
物
語
』
に
よ
る
）

2
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問
八

問
題
文
全
体
の
内
容
と
合
致
し
な
い
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

男
性
中
心
主
義
・
異
性
愛
中
心
主
義
等
の
文
学
的
慣
習
の
数
々
に
敢
え
て
反
旗
を
翻
そ
う
と
し
た
吉
屋
信
子
の
文
学
活
動
は
、
読
者
自
身

が
文
学
を
め
ぐ
る
既
成
概
念
に
縛
ら
れ
て
い
た
の
で
は
、
理
解
す
る
の
が
難
し
い
。

わ
た

イ

吉
屋
信
子
の
多
岐
に
亘
る
文
学
活
動
の
全
貌
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
文
学
の
中
で
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
そ
の
最
高
位
に
位
置
づ

け
る
よ
う
な
文
芸
観
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
で
は
、
難
し
い
面
が
あ
る
と
言
え
る
。

ウ

現
実
世
界
に
お
け
る
常
識
に
対
し
て
、
作
者
自
身
が
意
識
せ
ず
に
違
和
感
を
提
示
す
る
よ
う
な
吉
屋
信
子
の
描
く
短
篇
小
説
に
は
、
現
実

を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
は
捉
え
な
い
幻
想
色
が
、
加
味
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

エ

吉
屋
信
子
の
作
品
に
よ
っ
て
突
き
つ
け
ら
れ
る
、
文
学
が
暗
黙
の
前
提
と
し
て
き
た
こ
と
へ
の
疑
問
は
、
彼
女
が
意
図
し
て
計
画
的
に
書

い
ら
だ

い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
論
じ
に
く
く
、
そ
こ
に
苛
立
ち
を
感
じ
る
批
評
家
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

オ

吉
屋
信
子
の
作
品
に
、
期
せ
ず
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
既
成
概
念
へ
の
違
和
感
は
、
伝
統
的
な
制
度
の
内
側
で
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な

か
っ
た
、
吉
屋
が
発
掘
し
た
俳
人
た
ち
の
感
性
と
、
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
。

問
九

問
題
文
中
に
出
て
く
る
高
浜
虚
子
が
主
宰
を
務
め
、
発
展
さ
せ
た
雑
誌
名
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

ア
ラ
ラ
ギ

イ

新
思
潮

ウ

帝
国
文
学

エ

文
芸
戦
線

オ

ホ
ト
ト
ギ
ス

2
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国語〔前期Ａ方式 1 /２9〕



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
七

線
部
甲
「
は
つ
か
ね
ず
み
」、
乙
「
あ
ま
が
へ
る
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
問
題
文
で
は
言
わ
れ

て
い
ま
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

甲
「
は
つ
か
ね
ず
み
」

ア

出
家
し
て
わ
ず
か
二
十
日
で
俗
世
に
生
き
る
身
に
戻
っ
た
た
め
。

イ

二
十
日
間
思
案
し
て
も
不
審
が
一
向
に
解
け
な
か
っ
た
た
め
。

ウ

二
十
日
間
で
ま
す
ま
す
悪
念
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
。

エ

二
十
日
の
後
に
ま
た
ね
ず
み
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
た
め
。

オ

一
月
足
ら
ず
迷
い
の
淵
に
落
ち
込
み
人
に
憎
ま
れ
続
け
た
た
め
。

乙
「
あ
ま
が
へ
る
」

ア

わ
ら
し
べ
の
か
え
る
の
家
が
雨
漏
り
し
た
た
め
。

イ

か
え
る
が
天
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

ウ

出
家
し
て
尼
と
な
り
成
仏
し
た
た
め
。

エ

出
家
し
た
か
え
る
が
俗
世
に
戻
っ
て
き
た
た
め
。

オ

雨
水
に
打
た
れ
る
と
か
え
る
は
生
き
返
る
た
め
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）

2

念
々
校
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問
四

線
部
2
「
馬
が
淵
に
は
ま
る
は
こ
と
わ
り
な
り
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

馬
が
淵
で
夢
中
に
な
っ
て
水
を
飲
む
こ
と
は
お
断
り
だ
。

イ

馬
が
淵
に
転
落
す
る
こ
と
は
予
見
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

ウ

馬
が
淵
の
と
こ
ろ
で
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
も
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。

エ

馬
が
淵
に
落
ち
て
溺
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
だ
。

オ

馬
が
淵
に
は
ま
っ
て
足
を
取
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

問
五

線
部
3
「
案
ぜ
ば
合
点
参
る
べ
し
」
と
は
、
何
を
合
点
す
る
と
い
う
の
で
す
か
、
Ａ
の
歌
の
中
か
ら
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
答
え
な

さ
い
。

問
六

ａ

〜

ｅ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

ア

馬

イ

蛇

ウ

か
へ
る

エ

猫

オ

人

カ

ね
ず
み

2
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２１１８０２_13

イ
芸
術
が
花
ひ
ら
い
た
。
象
徴
に
つ
い
て
の
理
論
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

象
徴
は
、
も
と
は
中
国
語
に
は
な
か
っ
た
語
で
、
シ
ン
ボ
ル
（sym

bol

）
の
訳
語
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。

Ｘ

。（
中
略
）

た
と
え
ば
「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
は
、
鶴
や
亀
が
本
当
に
千
年
も
万
年
も
生
き
な
く
と
も
、
鶴
に
千
年
、
亀
に
万
年
生
き
る
と
い
う
意
味
を
託

し
て
、
長
寿
の
シ
ル
シ
と
し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ン
ボ
ル
と
の
ち
が
い
は
、
何
か
の
全
体
を
ひ
と
つ
に
代
表
さ
せ
る
働
き
が
弱
い
こ
と
だ
。

大
切
な
の
は
、
シ
ン
ボ
ル
も
、
社
会
的
な
約
束
と
し
て
成
り
た
つ
記
号
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
何
の
シ
ル
シ
か
知
っ
て
い
る
人
び
と

と
げ

の
あ
い
だ
で
だ
け
了
解
さ
れ
る
。
約
束
を
知
ら
な
い
人
に
は
、
な
ぜ
、
十
字
架
を
み
ん
な
が
拝
み
、
な
ぜ
、
棘
の
あ
る
バ
ラ
が
愛
を
表
す
の
か
、
ど

う
し
て
鶴
の
銅
像
が
庭
に
置
か
れ
た
り
、
亀
の
置
物
が
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
り
す
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
。
信
仰
や
宗
教
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
シ
ン

ボ
ル
と
す
る
言
葉
の
し
く
み
（
体
系
）
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

象
徴
主
義
の
芸
術
は
、
そ
の
よ
う
な
原
始
宗
教
的
な
シ
ン
ボ
ル
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
だ
す
こ
と
を
尊
ん
だ
。
そ
の
根

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
邪
教
や
イＤ
タ
ン
と
し
て
排
除
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
を
、
芸
術
に
よ
っ
て
復
活
さ
せ
る
意
図
が
潜
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン

ス
象
徴
詩
の
巨
匠
注
2ステ

フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
は
、
一
八
九
四
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
講
演
で
、「1
詩
が
民
衆
の
上
に
君
臨
す
る
日
を
夢
見
る
」
と
述
べ
、

ぐ
う
わ

そ
れ
を
一
種
の
注
3カル

ト
、
宗
教
に
た
と
え
た
。
天
に
書
か
れ
たⅱ
寓
話
を
地
上
に
引
き
お
ろ
す
、
と
も
い
っ
て
い
る
。
詩
に
よ
る
世
界
の
精
神
革
命
を

企
て
た
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ
よ
り
一
世
紀
ほ
ど
前
に
、
詩
人
で
銅
版
画
家
の
注
4ウィ

リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
が
産
業
革
命
に
背
を
向
け
、
独
自
の
神
秘
の
世

界
を
う
た
い
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
詩
を
、
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
詩
人
た
ち
が
発
掘
し
て
称
賛
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、

注
5ネル

ヴ
ァ
ル
と
い
う
詩
人
が
、
狂
人
の
世
界
に
カＥ
タ
ク
し
て
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
信
仰
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
な
詩
を
書
い
た
こ
と
を
再
評
価
す

る
動
き
が
生
ま
れ
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
注
6メー

テ
ル
ラ
ン
ク
の
『
青
い
鳥
』（
一
九
〇
五
）
な
ど
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
も
つ
童
話
劇
（
メ
ル
ヘ
ン
）

が
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
が
盛
ん
に
な
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教
え
を
高
ら
か
に
う
た
う
イ
ン
ド
の
詩
人
注
7タゴ

ー
ル
が
、

ア
ジ
ア
人
で
は
じ
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
（
一
九
一
三
）。
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
宗
教
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
飾
り
を
ゼ
ン
エ
イ
美
術

に
も
ち
こ
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
近
代
の
価
値
観
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
実
験
が
こ
れ
に
続
い
た
。

4

四
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一

必
答
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

か
い
ぎ
や
く

俳
句
は
、
も
と
も
と
俳
諧
と
い
っ
た
。「
諧
」
は
、ⅰ
諧
謔
の
「
諧
」
だ
。
何
人
も
で
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
と
句
を
つ
け
あ
う
連
歌
の
な
か
か

ば
し
よ
う

ら
、
こ
と
ば
遊
び
を
楽
し
む
ゲ
ー
ム
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
、
滑
稽
な
こ
と
が
基
本
な
の
だ
。
芭
蕉
は
、
俳
諧
を
高
級
な
遊
び
に
し
た
が
、
滑

稽
の
精
神
も
捨
て
な
か
っ
た
。

か
え
る

「
古
池
や
か
は
づ
飛
び
込
む
水
の
音
」
も
そ
う
だ
。
蛙
を
和
歌
で
は
「
か
は
ず
」
と
い
う
。
鶴
は
「
た
ず
」。
こ
れ
ら
をＡ
ガ
ゴ
と
い
う
。
和
歌
の
約

束
の
ひ
と
つ
だ
。
そ
し
て
、「
か
は
ず
」
は
、
和
歌
で
は
も
っ
ぱ
ら
鳴
き
声
を
う
た
う
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
芭
蕉
は
、
鳴
き
声
で
は
な
く
、

蛙
が
飛
び
こ
ん
だ
水
音
に
し
た
。
こ
の
句
に
も
、
和
歌
の
約
束
を
破
っ
て
、「
あ
っ
」
と
い
わ
せ
る
滑
稽
味
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
小
さ

こ
け

な
水
音
が
、
苔
む
し
た
庭
の
静
け
さ
を
一
層
ひ
き
た
て
るＢ
カ
ン
ジ
ャ
ク
の
味
も
あ
わ
せ
も
つ
句
に
し
た
。

こ
の
句
に
は
、
春
の
庭
に
た
く
さ
ん
の
蛙
が
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
光
景
だ
と
い
う
解
釈
が
早
く
か
ら
だ
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
、「
こ
ん

な
解
釈
だ
っ
て
で
き
る
よ
」
と
常
識
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
俳
諧
の
精
神
に
よ
る
遊
び
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
翻
訳
者
は
迷
う
。

ア

、「
日
本
語
は
、
あ
い
ま
い
だ
」
と
い
い
た
く
も
な
る
。
そ
ん
な

苦
労
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、
逆
に
、
日
本
の
文
芸
は
、
日
本
語
の
あ
い
ま
い
さ
、
多
義
性
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
わ
け
だ
。
も
う
ひ
と
つ
、
こ
と
ば
の
多
義
性
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
技
法
を
論
じ
た
二
〇
世
紀
の
評
論
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

ア
フ
リ
カ
で
は
長
い
あ
い
だ
、
自
分
た
ち
の
部
族
の
守
り
神
、
ト
ー
テ
ム
と
し
て
動
物
を
ま
つ
っ
て
き
た
。
そ
の
動
物
を
そ
の
部
族
の
シ
ン
ボ
ル

に
し
て
、
集
落
の
門
な
ど
に
立
て
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
十
字
架
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
た
と
え
ば
バ
ラ
の
花
は
、
愛
の
象

徴
だ
っ
た
。
抽
象
的
な
観
念
を
物
に
置
き
か
え
て
示
す
や
り
方
だ
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
を
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
原
始
的
な
技
法
と
見
な
し

て
き
た
。

イ

、
そ
の
価
値
観
を
一
九
世
紀
後
期
に
は
じ
ま
る
注
1象徴

主
義
の
芸
術
運
動
は
く
つ
が
え
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ゼ
ンＣ
エ

Ｂ
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
二

線
部
ⅰ
「
諧
謔
」、
ⅱ
「
寓
話
」、
ⅲ
「
精
髄
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

〜

8

。

ⅰ

6

「
諧
謔
」

へ
り
く
だ
っ
た
内
容
の
冗
談
。

面
白
く
気
の
き
い
た
冗
談
。

含
蓄
の
あ
る
冗
談
。

批
判
を
潜
ま
せ
た
冗
談
。

場
の
雰
囲
気
を
読
ま
な
い
冗
談
。

ⅱ

7

「
寓
話
」

教
訓
の
意
味
を
込
め
た
た
と
え
話
。

比
喩
を
交
え
た
内
容
の
笑
い
話
。

神
々
の
世
界
を
題
材
に
し
た
お
話
。

神
秘
的
な
要
素
を
持
っ
た
作
り
話
。

宗
教
的
性
格
を
帯
び
た
昔
話
。

ⅲ

8

「
精
髄
」

周
囲
か
ら
尊
重
さ
れ
る
べ
き
点
。

混
じ
り
気
が
な
く
最
も
よ
い
点
。

自
身
の
長
所
と
認
識
し
て
い
る
点
。

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
点
。

他
と
比
較
し
た
時
に
目
立
つ
点
。
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Ｃ

3

ゼ
ン
エ
イ

祖
父
の
イ
エ
イ
に
手
を
合
わ
せ
る
。

彼
は
新
進
キ
エ
イ
の
作
家
だ
。

一
等
賞
の
エ
イ
ヨ
に
預
か
る
。

エ
イ
セ
イ
面
に
気
を
付
け
る
。

今
日
は
エ
イ
キ
を
養
っ
て
お
こ
う
。

Ｄ

4

イ
タ
ン

タ
ン
セ
イ
な
顔
立
ち
を
し
た
人
だ
。

彼
は
ゴ
ウ
タ
ン
な
性
格
を
し
て
い
る
。

コ
タ
ン
の
境
地
に
達
す
る
。

高
級
な
食
事
を
タ
ン
ノ
ウ
す
る
。

タ
ン
ト
ウ
直
入
な
言
い
方
だ
。

Ｅ

5

カ
タ
ク

文
明
の
オ
ン
タ
ク
に
浴
す
る
。

そ
の
考
え
は
非
常
に
タ
ク
バ
ツ
だ
。

彼
の
実
家
の
タ
ク
チ
面
積
は
広
大
だ
。

彼
女
は
ク
ッ
タ
ク
の
な
い
性
格
を
し
て
い
る
。

今
日
は
食
事
の
シ
タ
ク
が
忙
し
い
。
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注
7

タ
ゴ
ー
ル
＝
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
一
）。
イ
ン
ド
の
詩
人
、
思
想
家
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

5

。

Ａ

1

ガ
ゴ

個
性
的
な
ガ
ホ
ウ
で
え
が
か
れ
た
ア
ー
ト
。

宮
中
の
テ
ン
ガ
な
儀
礼
。

ガ
シ
ュ
ウ
に
と
ら
わ
れ
る
。

新
年
一
般
サ
ン
ガ
に
出
席
す
る
。

事
業
の
成
功
に
よ
っ
て
エ
イ
ガ
を
極
め
る
。

Ｂ

2

カ
ン
ジ
ャ
ク

制
限
が
カ
ン
ワ
さ
れ
る
。

表
情
に
ア
イ
カ
ン
が
漂
う
。

カ
ン
ワ
休
題
、
本
筋
に
話
を
戻
す
。

東
京
・
大
阪
間
を
オ
ウ
カ
ン
す
る
。

保
護
カ
ン
サ
ツ
の
処
分
が
下
さ
れ
た
。
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こ
の
動
き
を
受
け
と
っ
た
日
本
で
は
、

ウ

、
そ
れ
ま
で
禅
宗
の
教
え
を
説
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
き
た
芭
蕉
の
俳
諧
を
象
徴
芸
術
と
し

ぐ
さ

て
再
評
価
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。「
山
路
来
て
な
に
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草
」
と
い
う
句
が
、
宇
宙
の
生
命
が
一
輪
の
野
草
に
花
ひ
ら
く
こ
と
を

や
さ
し
い
こ
と
ば
で
説
い
た
象
徴
詩
だ
と
説
明
さ
れ
、
芭
蕉
が
象
徴
詩
人
た
ち
の
尊
敬
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
動
き
か
ら
、

エ

、『
万
葉
集
』
で
感
動
を
表
す
「
あ
は
れ
」
も
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
禅
宗
に
も
と
づ
く
「
寂
し
さ
」
も
、
ま
た
能
楽
の
「
幽
玄
」
も

象
徴
だ
、
象
徴
の
美
が
日
本
文
化
のⅲ
精
髄
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
中
略
）
外
国
人
の
研
究
者
は
、
こ
の
動
き
を
日
本
語
の
「
ふ
つ
う
の
文
章
が
も
っ
て
い
る
あ
い
ま
い
さ
」
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
だ

が
、
日
本
語
で
主
語
が
表
面
に
現
れ
な
い
こ
と
や
単
数
、
複
数
を
区
別
し
な
い
こ
と
な
ど
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
少
し
も
「
あ
い
ま
い
」
な
こ

と
で
は
な
い
。（
中
略
）「
わ
び
」
や
「
さ
び
」
は
、
中
世
の
禅
宗
が
も
た
ら
し
た
「
カ
ン
ジ
ャ
ク
」
を
よ
し
と
す
る
精
神
、「
幽
玄
」
は
、
ふ
つ
う

の
状
態
で
は
隠
れ
て
い
る
神
秘
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
う
こ
と
ば
で
、
ど
れ
も
日
本
語
そ
の
も
の
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
日
本
語

で
は
自
然
と
人
間
を
重
ね
あ
わ
せ
る
」
も
同
じ
で
、
そ
れ
ら
は
、
日
本
の
詩
歌
や
物
語
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
翻
訳
す
る
際
の
苦
労
の
あ
ま
り
、
つ
い

う

Ｙ

飛
躍
し
た
こ
と
を
い
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
多
く
の
日
本
人
が
鵜
の
み
に
し
、

オ

「
神
話
」
の
よ
う
に
し
て
し

ま
っ
た
。
外
国
人
の
翻
訳
家
よ
り
も
、2
む
し
ろ
、
日
本
人
の
専
門
家
の
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

（
鈴
木
貞
美
『
日
本
語
の
「
常
識
」
を
問
う
』
に
よ
る
）

注
1

象
徴
主
義
＝
一
九
世
紀
後
半
に
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
で
起
き
た
、
文
化
・
芸
術
の
革
新
運
動
。

注
2

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
＝
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
（
一
八
四
二
〜
一
八
九
八
）。

注
3

カ
ル
ト
＝
特
定
の
対
象
を
強
く
崇
拝
す
る
こ
と
。

注
4

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
＝
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
・
象
徴
主
義
の
詩
人
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）。

注
5

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
＝
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
（
一
八
〇
八
〜
一
八
五
五
）。
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
の
詩
人
。

注
6

メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
＝
モ
ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
九
）。
ベ
ル
ギ
ー
の
象
徴
主
義
の
詩
人
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
五

線
部
1
「
詩
が
民
衆
の
上
に
君
臨
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

詩
が
宗
教
的
な
権
威
を
帯
び
て
、
民
衆
に
強
い
影
響
力
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
。

詩
が
社
会
的
な
約
束
と
し
て
成
り
立
つ
記
号
と
な
り
、
民
衆
に
と
っ
て
の
象
徴
と
な
る
と
い
う
こ
と
。

詩
が
キ
リ
ス
ト
教
を
排
斥
し
、
新
た
な
権
威
と
な
っ
て
民
衆
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
。

詩
が
キ
リ
ス
ト
教
を
相
対
化
し
、
新
た
な
価
値
観
を
民
衆
に
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
。

詩
の
持
つ
芸
術
性
が
世
界
を
覆
い
、
近
代
的
な
価
値
観
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
い
う
こ
と
。

問
六

線
部
2
「
む
し
ろ
、
日
本
人
の
専
門
家
の
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

日
本
人
の
専
門
家
が
、
日
本
語
の
あ
い
ま
い
さ
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
研
究
を
せ
ず
、
外
国
の
翻
訳
者
が
言
及
す
る
ま
で
放
置
し
て
い
た

こ
と
が
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
。

外
国
の
翻
訳
者
が
日
本
語
を
翻
訳
す
る
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
苦
労
が
あ
る
の
に
、
日
本
人
の
専
門
家
が
、
海
外
に
十
分
な
情
報
発
信
を

し
な
い
で
き
た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
か
ら
。

外
国
人
研
究
者
が
、
日
本
文
化
の
特
質
が
日
本
語
の
「
あ
い
ま
い
さ
」
に
基
づ
く
と
考
え
た
こ
と
を
、
日
本
人
の
専
門
家
は
積
極
的
に
支

持
し
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
か
ら
。

日
本
人
の
専
門
家
が
、「
わ
び
」「
さ
び
」
や
「
幽
玄
」
と
い
っ
た
日
本
独
自
の
概
念
に
つ
い
て
、
象
徴
主
義
に
基
づ
い
て
研
究
す
る
こ
と

を
怠
っ
て
き
た
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
。

日
本
文
化
に
象
徴
的
美
意
識
を
見
い
だ
す
海
外
の
理
解
が
日
本
人
の
間
に
広
ま
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
専
門
家
が
、
適
切

な
発
言
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
か
ら
。
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問
三

ア

〜

オ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一

度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
、

ア

が

9

、

イ

が

10

、

ウ

が

11

、

エ

が

12

、

オ

が

13

。

い
わ
ば

と
こ
ろ
が

つ
い

と
く
に

や
が
て

問
四

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

Ｘ

が

14

、

Ｙ

が

15

。

Ｘだ
か
ら
、
象
徴
と
い
う
こ
と
ば
が
翻
訳
さ
れ
る
と
、
そ
の
概
念
が
広
く
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
の
た
め
、
中
国
で
は
象
徴
に
あ
た
る
も
の
に
は
な
に
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
模
索
さ
れ
た

そ
こ
で
、
中
国
で
は
象
徴
に
替
わ
る
こ
と
ば
と
し
て
、
表
象
を
も
ち
い
る
こ
と
が
行
わ
れ
た

が
、
象
徴
と
い
う
こ
と
ば
は
な
く
て
も
、
そ
れ
に
似
た
や
り
方
は
中
国
に
も
昔
か
ら
あ
っ
た

ま
た
、
象
徴
と
い
う
概
念
は
な
く
て
も
、
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
は
中
国
に
も
存
在
し
て
い
た

Ｙ「
日
本
文
化
の
多
様
さ
」
を
考
慮
し
て
、

「
日
本
語
の
あ
い
ま
い
さ
」
を
も
ち
だ
し
て
、

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
違
い
を
忘
れ
て
、

「
わ
び
」「
さ
び
」
や
「
幽
玄
」
を
説
明
す
る
た
め
に
、

日
本
の
専
門
家
の
こ
と
ば
を
真
に
受
け
て
、
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二

選
択
問
題

【
読
解
問
題
】

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

し
ば
し
ば
、「
自
分
の
脳
を
も
っ
と
良
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ａ

私
は
、
こ
の
考
え
方
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

人
間
に
と
っ
て
は
、
一
見
す
る
と
「
弱
み
」
に
見
え
る
資
質
が
、

ａ

的
に
生
存
戦
略
上
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
き
た
か

ら
で
す
。

た
と
え
ば
「
合
理
性
を
欠
く
」
と
い
う
性
質
。
こ
れ
は
一
般
的
に
は
無
批
判
に
「
劣
っ
た
性
質
」
で
あ
り
、
人
間
の
脳
の
機
能
的
な
「
弱
み
」
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
理
的
に
考
え
、

ｂ

的
な
思
考
を
持
つ
者
こ
そ
、
知
能
が
高
く
、
人
間
社
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
上
位
に
立
つ
べ
き
者

で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
現
代
社
会
に
お
い
て
は

ｃ

的
で
す
。

し
か
し
本
来
は
、
こ
の
「
弱
み
」
が
現
代
ま
で
引
き
続
い
て
い
る
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
だ
か
ら
こ
そ
人
間
は
こ
こ
ま
で
生
き
延
び
て
く
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
、「
合
理
性
を
欠
く
」
と
い
う
「
弱
み
」
か
ら
得
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
も
、
人
間
に
は
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
人
類
の
歴
史
が
「
弱
み
」

い
を
活
か
し
て
き
た
工
夫
の
連
続
だ
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
類
の1
キ
ゲ
ン
は
ア
フ
リ
カ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
で
気
候
の
良
い
土
地
で
あ
り
、
生
存
に
も
生
殖
に
も
有
利
で
あ
っ
た
は
ず
。
条
件
の

良
い
場
所
は
個
体
数
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
競
争
が
激
化
し
ま
す
。

Ｂ

こ
の
土
地
で
生
き
延
び
る
こ
と
自
体
が
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン

（
競
争
の
激
し
い
市
場
）
化
し
た
の
か
、「
負
け
組
」
た
ち
は
こ
の
地
を
去
り
ま
し
た
。

他
種
の
生
物
を
殺
し
て
つ
く
っ
た
衣
服
を
ま
と
い
、
同
種
の
人
類
の
あ
い
だ
で
も
資
源
を
奪
い
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
よ
う
な
、
寒
冷
で
厳
し
い
環
境
へ
移
動
、2
カ
ク
サ
ン
を
続
け
て
い
っ
た
の
で
す
。
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問
七

線
部
「
日
本
の
文
芸
は
、
日
本
語
の
あ
い
ま
い
さ
、
多
義
性
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
は
、
文
中
の

「
翻
訳
者
」
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
考
え
を
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の

中
か
ら
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
象
徴
主
義
の
芸
術
運
動
の
思
想
を
踏
ま
え
、
こ
と
ば
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
理
解
す
る
、
優
れ
た
発
想
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
る
。

異
な
る
文
化
を
背
景
に
持
つ
言
語
を
翻
訳
す
る
際
の
苦
労
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
考
え
に
は
勇
み
足
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

従
来
、
誤
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
芭
蕉
の
俳
諧
を
象
徴
詩
と
し
て
見
直
す
な
ど
、
日
本
文
学
の
解
釈
を
改
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

を
称
賛
し
て
い
る
。

「
わ
び
」「
さ
び
」
や
「
幽
玄
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
の
間
で
も
十
分
に
理
解
の
行
き
届
か
な
か
っ
た
概
念
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

日
本
文
化
の
概
念
や
実
態
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
に
、
日
本
語
そ
の
も
の
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
し

た
こ
と
に
、
失
望
を
覚
え
て
い
る
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
三

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は

ａ

が

39

、

ｂ

が

40

、

ｃ

が

41

、

ｄ

が

42

、

ｅ

が

43

。

論
理

宗
教

支
配

逆
説

背
徳

問
四

線
部
Ⅰ
「
こ
ん
な
選
択
を
し
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
「
選
択
」
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

44

。

人
間
と
は
合
理
性
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
り
、
一
見
非
合
理
的
で
あ
っ
て
も
必
ず
合
理
的
な
選
択
で
あ
る
か
ら
。

人
間
は
合
理
性
を
重
ん
じ
る
の
で
、
他
者
と
競
争
せ
ざ
る
を
え
な
い
環
境
を
求
め
る
の
は
非
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
。

人
間
の
新
奇
探
索
性
と
は
、
人
類
が
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。

人
間
に
は
新
奇
探
索
性
が
あ
り
、
厳
し
い
環
境
へ
刺
激
を
求
め
て
飛
び
込
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
。

人
間
は
新
奇
探
索
性
に
基
づ
く
判
断
に
よ
り
、
な
ま
や
さ
し
い
も
の
よ
り
も
厳
し
い
環
境
を
意
図
的
に
選
択
す
る
か
ら
。
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問
一

線
部
1
〜
4
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

31

〜

34

。

1

31

キ
ゲ
ン

日
本
に
キ
カ
す
る
。

赤
を
キ
チ
ョ
ウ
と
す
る
。

財
産
を
キ
タ
ク
す
る
。

キ
シ
回
生
の
一
撃
。

ム
キ
ド
ウ
な
行
い
。

2

32

カ
ク
サ
ン

カ
ク
セ
イ
キ
に
よ
る
演
説
。

番
犬
に
イ
カ
ク
さ
れ
る
。

ガ
イ
カ
ク
か
ら
攻
略
す
る
。

世
間
か
ら
カ
ク
ゼ
ツ
す
る
。

カ
イ
カ
ク
の
先
導
者
。

3

33

ハ
ン
ヨ
ウ

書
物
の
ハ
ン
レ
イ
。

ハ
ン
シ
ン
ロ
ン
を
唱
え
る
。

著
作
の
ハ
ン
ケ
ン
。

シ
ョ
ハ
ン
の
事
情
。

一
家
の
ハ
ン
エ
イ
を
祈
る
。

4

34

ゲ
ン
キ
ョ
ウ

ハ
ン
キ
ョ
ウ
ラ
ン
に
な
っ
て
騒
ぐ
。

あ

び
阿
鼻
キ
ョ
ウ
カ
ン
の
地
獄
。

キ
ョ
ウ
コ
ウ
を
き
た
す
。

キ
ッ
キ
ョ
ウ
を
占
う
。

ザ
キ
ョ
ウ
に
歌
う
。

問
二

Ａ

〜

Ｄ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一

度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
、

Ａ

が
35

、

Ｂ

が

36

、

Ｃ

が
37

、

Ｄ

が
38

。

な
ん
と
も

い
つ
し
か

も
ち
ろ
ん

で
す
が

や
や
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人
間
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
つ
じ
つ
ま
が
合
い
ま
す
。

（
中
野
信
子
『
空
気
を
読
む
脳
』
に
よ
る
）

つ
か
さ
ど

注
1

ド
ー
パ
ミ
ン
＝
快
感
、
や
る
気
、
学
習
能
力
、
運
動
機
能
や
記
憶
力
と
い
っ
た
働
き
を
司
る
神
経
伝
達
物
質
。

注
2

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
自
ら
が
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
潜
在
的
な
特
徴
を
と
ら
え
、
よ
り
正
確
で
効
率
的
な
判
断
を
実

現
さ
せ
る
技
術
や
手
法
。

注
3

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
Ｉ
Ｔ
の
進
化
で
収
集
お
よ
び
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
た
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の
こ
と
。

注
4

バ
グ
＝
英
語
で
「
虫
」
の
意
で
あ
り
、
転
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
誤
り
や
欠
陥
の
こ
と
。
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Ⅰ
こ
ん
な
選
択
を
し
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

Ｃ

競
争
に
勝
て
な
い
ほ
ど
弱
か
っ
た
か
ら
、
負
け
組
だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
理
由
づ
け
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
、
人
間
が
合
理
性
に
基
づ
か
な
い
判
断
を
し
た
か
ら
だ
、
と
考
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。人

間
に
は
、
ほ
か
の
霊
長
類
た
ち
と
比
べ
る
と
、
新
し
い
環
境
の
ほ
う
を
選
好
す
る
「
新
奇
探
索
性
」
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
な
ま
や
さ
し
い
環
境
に
は
満
足
で
き
ず
、
あ
え
て
厳
し
い
環
境
へ
、
注
1ドー

パ
ミ
ン
の
刺
激
を
求
め
て
飛
び
込
ん
で
い
か
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
人
間
と
い
う
の
は

Ｄ

業
の
深
い
生
物
だ
と
も
言
え
ま
す
。

も
し
も
こ
れ
が
、
現
在
の
注
2ディ

ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
注
3ビッ

グ
デ
ー
タ
の
集
積
の
よ
う
な

Ａ
Ｉ

で
な
く
、
理
想
的
な3
ハ
ン
ヨ
ウ
人
工
知
能
の
よ

う
に
合
理
的
な
判
断
だ
け
を
選
好
す
る
存
在
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
過
去
の
デ
ー
タ
の
中
で
も
特
に
確
実
な
も
の
を
ベ
ー
ス
に
、
合
理
的
に
考
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
存
の
確
度
が
低
い
の
で
北
に
移
動
す
る
こ
と
は
避
け
る
だ
と
か
、
あ
る
い
は
、
現
状
よ
り
は
子
孫
を
残
す
こ
と
に
適
さ
な
い
環
境
で
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
の
で
移
動
は
中
止
、
な
ど
と
判
断
す
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
「
新
奇
探
索
性
」
は
、「
合
理
性
」
と
は
し
ば
し
ば
衝
突
す
る
人
間
の
「
弱
み
」
の
ひ
と
つ
で
す
。「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
昔
の
流
行
語
が
、
わ
か
り
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
で
し
ょ
う
か
。
や
め
ら
れ
な
い
何
ら
か
の
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
人
が
道
な
ら
ぬ

恋
に
走
る
ゲ
ン4
キ
ョ
ウ
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「

ｄ

的
」
な
行
動
を
増
長
す
る
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
を
人
間
が
自
力
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
で
す
。

け
し
ん
め
つ
ち

仏
教
の
言
い
回
し
を
借
り
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
ろ
う
と
す
る
行
為
は
「
灰
身
滅
智
」
と
言
い
ま
す
。
欲
望
の
種
を
滅
す
る
こ
と
は
自
ら
の

身
を
灰
に
ま
で
焼
き
滅
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
の
で
す
。（
中
略
）

Ⅱ
東
洋
思
想
の
見
方
の
一
面
か
ら
は
、
こ
れ
が
ま
さ
に
自
殺
行
為
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
面
白
い
こ
と
で
す
（
中
略
）。

重
要
な
機
能
で
あ
り
な
が
ら
注
4バグ

の
よ
う
で
も
あ
る
こ
の
「
弱
み
」
を
、
外
部
か
ら
適
度
な
ゆ
る
や
か
さ
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
く
当
て
た
パ
ッ

チ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
す
る
デ
ー
タ
）
が
、
社
会
道
徳
で
あ
っ
た
り
、

ｅ

的
倫
理
観
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

4
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
六

線
部
「
こ
の
「
弱
み
」
が
現
代
ま
で
引
き
続
い
て
い
る
理
由
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

46

。

人
間
は
合
理
的
な
判
断
に
よ
っ
て
の
み
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
を
妨
げ
る
の
が
新
奇
探
索
性
で
あ
る
。
新
奇
探
索
性
は
人
間

に
と
っ
て
重
大
な
欠
陥
と
も
言
い
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
を
最
小
限
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
間
は
現
代
に

い
た
る
ま
で
集
積
さ
れ
た
過
去
の
記
憶
や
歴
史
か
ら
得
る
教
訓
に
よ
っ
て
、
新
奇
探
索
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
間
は
合
理
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
新
奇
探
索
性
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
る
。
新
奇
探
索
性
は
人
間
か
ら
適
切
な
判
断
を
奪
い
、
他
者
と
の
非
合
理
的
・
過
剰
な
競
争
を
生
み
出
し
続
け
て
き
た
。
と
は
い
え
、

そ
の
競
争
こ
そ
が
人
間
の
歴
史
を
形
成
し
発
展
さ
せ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

人
間
は
合
理
的
に
生
き
る
こ
と
を
求
め
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
新
奇
探
索
性
を
抱
え
て
い
る
。
新
奇
探
索
性
は
自

ら
を
道
徳
的
・
倫
理
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
強
化
さ
れ
、
ま
た
人
間
を
破
滅
か
ら
救
う
も
の
で
も
あ
る
。
新
奇
探
索
性
を
保
ち
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
間
は
問
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
発
展
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
間
は
合
理
的
に
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
を
常
に
抱
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
補
う
の
が
新
奇
探
索
性
で
あ
っ
た
。
新
奇
探
索
性
は
人

間
を
未
知
の
冒
険
へ
と
導
き
、
生
存
競
争
を
勝
ち
抜
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
道
徳
や
倫
理
観
に
背
き
、
非
難

を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
合
理
的
な
成
果
を
獲
得
す
る
こ
と
で
歴
史
は
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
間
は
常
に
合
理
的
な
判
断
を
下
す
わ
け
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
非
合
理
的
に
見
え
る
新
奇
探
索
性
を
有
す
る
。
新
奇
探
索
性
は
人
間
を

お
び
や
か
し
、
危
険
に
さ
ら
す
場
合
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
非
合
理
的
な
新
奇
探
索
性
が
新
た
な
開
拓
や
工
夫
を
促
す
原
動
力
と
な
っ
て
き

た
の
も
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
道
徳
や
倫
理
観
に
よ
り
適
度
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
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問
五

線
部
Ⅱ
「
東
洋
思
想
の
見
方
の
一
面
か
ら
は
、
こ
れ
が
ま
さ
に
自
殺
行
為
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

45

。

人
間
の
煩
悩
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
っ
て
断
つ
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
そ
の
も
の
の
心
身
を
灰
と
し
て
無
に
帰
す
る
こ
と
で
あ
り
、

自
ら
の
存
在
を
消
し
去
る
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
。

人
間
の
煩
悩
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
る
と
い
う
行
為
は
、
悟
り
の
境
地
に
至
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
存
在
を
灰

の
よ
う
に
消
滅
さ
せ
な
く
て
は
悟
り
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

東
洋
思
想
で
は
、
人
間
の
煩
悩
を
完
全
に
断
ち
切
ら
な
く
て
は
自
ら
の
存
在
が
灰
と
な
っ
て
消
滅
す
る
と
と
ら
え
て
お
り
、
煩
悩
を
抱
き

続
け
る
こ
と
と
は
自
殺
行
為
と
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

東
洋
思
想
で
は
悟
り
を
得
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
た
め
に
、
死
後
に
悟
り
を
得
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
は
、
自
ら

の
存
在
を
否
定
す
る
自
殺
行
為
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
。

東
洋
思
想
で
は
煩
悩
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
考
え
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
欲
望
な
の
で
あ
り
、
そ
の
欲
望
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ

て
い
る
以
上
、
煩
悩
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
、
自
殺
行
為
に
等
し
い
無
謀
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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オ

比
翼
連

51

裏理璃離利

問
二

カ
〜
コ
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は
カ
が

52

、
キ
が

53

、
ク
が

54

、
ケ
が

55

、
コ
が

56

。

カ

52

足
も
と
か
ら
鳥
が
立
つ

何
の
予
告
も
せ
ず
に
旅
立
つ
こ
と
。

か
わ
い

可
愛
が
っ
て
い
た
子
ど
も
が
自
立
す
る
こ
と
。

身
近
な
人
物
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
。

思
い
が
け
ず
事
が
う
ま
く
運
ぶ
こ
と
。

急
に
思
い
つ
き
で
物
事
を
始
め
る
こ
と
。

ひ
ょ
う
た
ん

キ

53

瓢
簞
か
ら
駒

恵
ま
れ
な
い
環
境
か
ら
立
身
出
世
す
る
こ
と
。

か
な

わ
ず
か
な
可
能
性
を
追
求
し
て
希
望
を
叶
え
る
こ
と
。

冗
談
で
言
っ
た
こ
と
が
本
当
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

う
そ

非
現
実
的
な
あ
り
え
な
い
噓
を
つ
く
こ
と
。

小
さ
な
努
力
か
ら
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
。
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【
語
彙
問
題
】

問
一

ア
〜
オ
は
四
字
熟
語
で
す
。

47

〜

51

に
入
る
最
も
適
当
な
漢
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
ア
が

47

、
イ
が

48

、
ウ
が

49

、
エ
が

50

、
オ
が

51

。

ア

47

和
雷
同

扶付負浮不

イ

泰
然

48

若

耳似自事次

ウ

夜

49

自
大

朗楼労露郎

エ

明
鏡

50

水

紫詩思止姿
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
一

線
部
ア
〜
オ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

61

〜

65

。

ア
「
飽
か
ず
」
61

飽
き
る
こ
と
が
な
い

つ
ま
ら
な
い

も
の
足
り
な
い

ま
さ
る
こ
と
が
な
い

思
い
つ
か
な
い

イ
「
心
な
き
人
」
62

無
情
な
人

考
え
の
な
い
人

思
い
や
り
の
な
い
人

悟
り
を
開
い
た
人

情
趣
を
解
さ
な
い
人

ウ
「
心
す
ご
く
」
63

心
が
す
さ
み

大
変
楽
し
く

も
の
寂
し
く

心
の
底
か
ら

心
安
く

エ
「
言
ふ
も
な
ほ
お
ろ
か
な
り
」
64

言
わ
れ
て
も
ま
っ
た
く
驚
か
な
い

ど
ん
な
に
言
っ
て
も
ま
す
ま
す
通
じ
な
い

そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
仕
方
が
な
い

口
に
出
し
て
も
い
っ
そ
う
愚
か
な
こ
と
で
あ
る

そ
れ
で
も
や
は
り
言
い
尽
く
せ
な
い

オ
「
さ
す
が
な
り
」
65

そ
う
も
い
か
な
い

良
い
方
法
で
あ
る

良
く
な
い
こ
と
で
あ
る

決
心
が
つ
か
な
い

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
あ
る

4
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れ
ば
「
恐
ろ
し
や
。
鬼
よ
」
と
て
、
呼
ば
は
り
て
逃
げ
去
り
ぬ
。

け
ん
め
ん
ぼ
さ
つ
き
よ
う
な
い
し
ん
き

仏
も
こ
れ
を
説
き
給
ふ
、「
さ
る
ほ
ど
に
、『
見
面
菩
薩
胸
内
心
鬼
』
と
て
、
面
の
姿
は
い
つ
く
し
く
、
ま
こ
と
に
菩
薩
の
形
に
似
た
れ
ど
も
、

心
は
鬼
よ
り
も
な
ほ
勝
る
の
み
な
り
」
と
。2
西
行
法
師
が
歌
に
も
女
房
の
心
の

Ａ

こ
と
を
、

に
よ
し
や
う

す
ぐ

め

ぢ
や
う
ぎ

世
の
中
に
女
性
の
心
直
な
ら
ば
牝
牛
の
角
や
定
木
な
ら
ま
し

こ
と
わ
り

と
詠
み
け
る
も
理
な
る
か
な
。

（
中
略
）

く
ぎ

さ
て
、
わ
が
宿
に
帰
り
て
顔
に
付
け
た
る
面
を
取
ら
む
と
す
れ
ば
、
鎖
にｅ
て
絡
み
、
釘
に
て
打
ち
付
け
た
る
よ
り
も
強
く
、
首
は
も
げ
て
の
く
と

も
離
れ
難
く
、
ま
た
手
に
持
ち
た
る
杖
も
離
れ
ず
。
ま
こ
と
に
、
本
来
悪
念
の
鬼
と
ぞ
な
り
た
り
け
る
。「
あ
な
浅
ま
し
や
。
こ
は
い
か
に
、
何
と

な
る
べ
き
憂
き
身
ぞ
や
」。
人
に
見
え
む
も
恥
づ
か
し
く
、
夢
と
も
現
と
も
覚
え
ず
、
夜
も
す
が
ら
泣
き
明
か
す
。

夜
も
は
や
明
け
け
れ
ば
、
か
くｆ
て
人
に
見
ゆ
べ
き
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
後
ろ
の
山
に
大
き
な
る
木
の
本
に
忍
び
て
居
た
り
け
る
。
恐
ろ
し
き
か
な

や
、
姿
が
鬼
に
な
り
け
れ
ば
、
心
も
鬼
に
や
な
り
ぬ
ら
む
。「
あ
は
れ
、
人
の
来
た
れ

ｂ

。
少
し
食
う
て
飢
ゑ
を
休
め
む
」
と
思
ふ
ば
か

り
に
て
、
今
は
別
の
心
少
し
も
な
し
。
里
に
出
で
む
もオ
さ
す
が
な
り
。

（『
磯
崎
』
に
よ
る
）

は
か
ま

注
1

半
切
＝
能
装
束
の
袴
の
一
つ
。

か
つ
ら

注
2

赤
頭
＝
能
や
歌
舞
伎
で
用
い
る
、
毛
を
赤
く
染
め
た
鬘
。

注
3

打
杖
＝
能
な
ど
で
用
い
る
小
道
具
の
一
つ
で
、
鬼
な
ど
が
持
つ
杖
。

注
4

油
火
＝
油
に
灯
心
を
浸
し
て
と
も
す
火
。か

む
り
き

注
5

姨
捨
山
＝
現
在
の
長
野
県
千
曲
市
に
あ
る
冠
着
山
の
別
名
。
月
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

お
き
つ

注
6

清
見
関
＝
現
在
の
静
岡
県
静
岡
市
の
興
津
に
あ
っ
た
古
関
。
景
勝
地
で
あ
る
清
見
潟
に
設
け
ら
れ
た
。

注
7

李
夫
人
＝
前
漢
の
武
帝
の
夫
人
。
美
女
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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三

選
択
問
題

次
の
文
章
は
、
夫
が
鎌
倉
か
ら
女
を
連
れ
帰
っ
た
こ
と
に
怒
っ
た
妻
が
、
能
の
役
者
か
ら
鬼
の
装
束
を
借
り
た
後
の
場
面
で
す
。
読
ん

で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。は

ん
ぎ
り

あ
か
が
し
ら

う
ち
づ
ゑ

い

や
が
て
そ
の
日
も
暮
れ
け
れ
ば
、
か
の
注
1
半
切
取
つ
て
付
け
、
注
2
赤
頭
か
ぶ
り
、
注
3
打
杖
と
つ
て
、
わ
が
家
を
忍
び
出
で
、
た
だ
一
人
、
外
の
女
房
の
所

へ
忍
び
や
か
に
門
を
開
け
て
内
に
入
り
、
や
や
し
ば
ら
く
た
め
ら
ひ
け
り
。
は
や
人
気
も
静
ま
り
、
小
夜
更
け
方
に
も
な
り
け
る
に
、
窓
よ
り
の
ぞ

ひ
す
い

ま
ゆ
ず
み

き
て
見
れ
ば
、
年
十
七
八
の
女
房
の
翡
翠
の
か
ん
ざ
し
ゆ
り
乱
し
、
額
の
絶
え
間
よ
り
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
眉
墨
い
つ
く
し
く
、
紅
の
小
袖
脱
ぎ
か
け

あ
ぶ
ら
び

だ

に
ほ

む
ば
す
て
や
ま

き
よ
み
が
せ
き

て
、
注
4

油
火
ほ
の
ぼ
の
と
立
て
さ
せ
、
草
子
う
ち
見
て
居
な
が
ら
、
空
薫
き
し
て
匂
ひ
、
顔
ば
せ
世
の
常
な
ら
ず
。「
注
5

姨
捨
山
に注
6

清
見
関
を
並
べ
、

き
さ
き

柳
が
枝
に
桜
の
花
を
咲
か
せ
、
梅
の
匂
ひ
を
匂
は
せ
て
も
、
な
ほア
飽
か
ず
な
り
。
姿
も
の
に
よ
く
よ
く
た
と
ふ
れ
ば
、
漢
の
武
帝
の
妃
注
7李夫

人
、

あ
こ
が

ま
た
は
楊
貴
妃
も
こ
れ
に
は
い
か
で
ま
さ
る
べ
き
。
い
か
な
るイ
心
な
き
人
な
り
と
も
、
こ
の
姿
を
見
る
な
ら
ば
、
静
心
な
き
恋
と
も
憧
れａ
つ
べ
き
人

な
り
。
そ
れ
に
わ
が
影
を
並
ぶ
れ
ば
、
年
半
ば
も
老
け
過
ぎ
た
る
女
の
、
色
黒
く
髪
赤
く
、
子
持
ち
が
母
の
恥
づ
か
し
く
」、
ま
た
打
ち
返
し
思
ふ

つ
ま

や
う
、「
い
か
に
わ
が
姿
美
し
け
れ
ば
とｂ
て
、
人
の
夫
を
取
る
も
の
か
。
あ
ら
恨
め
し
や
。
情
け
な
や
」
と1
ま
も
り
居
た
る
折
節
に
、
か
の
女
房
の

め
の
と

こ
よ
ひ

乳
母
桐
壺
を
召
し
て
、「
何
と
や
ら
む
。
い
つ
よ
り
も
今
宵
はウ
心
す
ご
く
、
殿
の
御
事
の
み
思
は
る
る
ぞ
や
。
あ
は
れ
あ
は
れ
、
と
く
御
下
り
あ
れ

ａ

。
さ
ら
ぬ
だ
に
、
一
人
寝
覚
め
の
暁
は
も
の
の
寂
し
き
も
の
」
と
語
り
て
、
か
く
な
む
、

を

へ

山
鳥
の
尾
の
上
の
雲
を
隔
て
て
も
心
は
君
に
添
は
ぬ
間
ぞ
な
き

な
ど
、
う
ち
詠
じ
てＡ
お
は
し
け
り
。（
中
略
）
桐
壺
こ
の
由
を
聞
きＢ
申
す
や
う
、「
は
や
、
殿
様
も
御
下
り
時
に
な
り
て
候
ふ
。
い
か
に
、
御
下
り
候

は
ば
、
い
つ
よ
り
も
な
ほ
、
様
々
の
御
情
け
ど
も
のＣ
ま
し
ま
す
ら
む
」
と
語
り
け
る
。

あ
ひ

元
の
女
房
、
こ
れ
を
聞
き
、
な
ほ
も
腹
や
立
ち
け
む
。「
あ
ら
腹
立
ち
や
。
い
で
、
取
つ
て
行
か
む
」
と
言
ひ
て
、
間
の
障
子
を
跳
ね
破
り
、
内

に
乱
れ
入
り
け
れ
ば
、
慌ｃ
て
騒
ぎ
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、
顔
は
鬼
と
や
ら
む
、
眼
に
も
見
ず
、
音
に
こ
そ
聞
け
、「
恐
ろ
し
」
な
どエ
言
ふ
も
な
ほ
お
ろ

た
た

か
な
り
。
肝
魂
も
消
え
果
て
て
、
絶
え
絶
え
と
な
る
と
こ
ろ
を
詰
め
、
叩
き
に
叩
け
ば
、「
恐
ろ
し
」
と
言
ひ
、
ま
た
「
打
た
る
る
」
と
言
ひ
、
一

方
な
ら
ぬ
苦
し
み
に
、
い
ま
だ
い
と
若
き
女
房
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
殺
さ
れｄ
て
け
り
。「
今
こ
そ
無
念
散
じ
た
れ
。
桐
壺
は
居
ぬ
か
」
と
尋
ね
け
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た

ク

54

角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す

敵
の
弱
点
を
的
確
に
攻
撃
し
て
、
確
実
に
滅
ぼ
す
こ
と
。

強
大
な
力
を
持
っ
た
敵
を
、
や
っ
と
の
思
い
で
打
ち
負
か
す
こ
と
。

長
所
に
見
え
る
部
分
が
、
実
は
致
命
的
な
弱
点
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

わ
ず
か
な
欠
点
を
直
そ
う
と
し
て
、
全
体
を
駄
目
に
し
て
し
ま
う
こ
と
。

実
力
を
た
く
わ
え
て
、
好
機
を
生
か
し
成
功
す
る
こ
と
。

ケ

55

気
が
置
け
な
い

打
ち
解
け
て
楽
に
付
き
合
え
る
様
子
。

油
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
子
。

集
中
で
き
ず
注
意
散
漫
な
様
子
。

何
と
な
く
悪
意
が
感
じ
ら
れ
る
様
子
。

必
要
な
配
慮
が
行
わ
れ
な
い
様
子
。

コ

56

手
塩
に
か
け
る

身
体
を
清
潔
に
保
ち
健
康
的
に
過
ご
す
こ
と
。

面
倒
を
見
て
大
切
に
育
て
る
こ
と
。

ち
ょ
う
ど
よ
い
具
合
に
な
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
。

良
か
れ
と
思
っ
た
こ
と
が
逆
の
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
。

習
慣
が
身
に
つ
く
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
七

問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

73

。

妻
は
女
の
美
し
さ
を
の
ぞ
き
見
て
、
自
分
と
比
べ
て
そ
の
容
姿
を
恥
じ
、
自
分
の
姿
を
隠
そ
う
と
変
装
し
た
。

夫
は
若
い
女
の
も
と
か
ら
も
足
が
遠
の
い
て
お
り
、
女
は
一
人
過
ご
す
日
々
を
嘆
い
て
い
た
。

妻
は
女
の
詠
ん
だ
和
歌
と
乳
母
と
の
会
話
を
聞
き
、
よ
り
い
っ
そ
う
怒
り
を
覚
え
、
そ
の
ま
ま
押
し
入
っ
た
。

妻
は
女
の
と
こ
ろ
に
押
し
入
り
、
打
ち
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
を
、
自
分
の
女
房
の
桐
壺
に
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

女
は
鬼
の
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
姿
を
恥
じ
、
心
は
人
間
の
理
性
を
保
ち
続
け
て
い
た
。

問
八

線
部
2
「
西
行
法
師
」
の
歌
集
を
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

74

。

金
槐
和
歌
集

金
葉
和
歌
集

拾
遺
愚
草

山
家
集

秋
篠
月
清
集

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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問
二

ａ

・

ｂ

に
は
同
じ
助
詞
が
入
り
ま
す
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

66

。

ば
や

か
し

か
な

な
る

な
む

問
三

線
部
ｂ
〜
ｆ
「
て
」
に
つ
い
て
、

線
部
ａ
「
つ
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

67

。

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

問
四

線
部
Ａ
「
お
は
し
」、
Ｂ
「
申
す
」、
Ｃ
「
ま
し
ま
す
」
の
敬
語
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
Ａ
が

68

、
Ｂ
が

69

、
Ｃ
が

70

。

元
の
女
房

外
の
女
房

桐
壺

夫

鬼

西
行
法
師

問
五

Ａ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

71

。

ゆ
が
め
る

正
し
き

荒
々
し
き

い
つ
く
し
き

直
な
る

問
六

線
部
1
「
ま
も
り
居
た
る
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

72

。

鬼
の
装
束
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
た
め
ら
い
、
息
を
殺
し
て
隠
れ
て
い
る
こ
と
。

若
い
女
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
人
を
恨
ん
だ
こ
と
を
情
け
な
く
思
い
、
見
守
り
続
け
て
い
る
こ
と
。

若
い
女
の
美
し
さ
に
見
入
り
つ
つ
も
、
夫
を
奪
わ
れ
た
恨
み
を
果
た
そ
う
と
、
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
座
っ
て
い
る
こ
と
。

連
れ
て
き
た
女
房
の
桐
壺
と
話
を
し
な
が
ら
、
女
の
様
子
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
座
っ
て
い
る
こ
と
。

若
い
女
に
い
つ
気
付
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
警
戒
し
、
自
分
の
身
を
守
り
な
が
ら
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
こ
と
。
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は
木
版
画
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
新
し
い
技
術
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
写
真
や
印
刷
は
瞬
間
を
表
現
す
る
も
の
だ
が
、
光
線
画

で

す

は
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
刻
々
と
変
化
す
る
光
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
同
じ
版
木
で
摺
り
の
表
現
が
異
な
る
「
摺
り
違
い
」
を
制
作
し
て
い
る
。
こ

の
時
間
の
経
過
に
対
す
る
感
覚
は
、
同
時
代
の
西
洋
で
活
躍
し
た
印
象
派
の
画
家
と
共
通
す
る
も
の
で
、
清
親
の
方
が

に

し
て
い
る
。
一

八
九
二
〜
九
三
年
（
明
治
二
十
五
〜
二
十
六
年
）
に
制
作
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
ル
ー
ア
ン
大
聖
堂
を
描
い
た
連
作
よ
り
も
、
光
線
画

の
方
が

十
年
ほ
ど
早
く
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
く
た
ろ
う

光
線
画

の
魅
力
は
新
し
さ
だ
け
で
は
な
い
。
清
親
の
晩
年
、
永
井
荷
風
や
木
下
杢
太
郎
、
北
原
白
秋
な
ど
江
戸
懐
古
趣
味
を
も
つ
文
学
者
た

と
ど

ち
が
、
江
戸
のⅰ
名
残
を
留
め
る
東
京
の
風
景
が
描
か
れ
た

光
線
画

の

ほ

な
魅
力
を
再
評
価
し
、
彼
ら
の
制
作
活
動
の
ゲ
ンＣ
セ
ン
と
し

た
。

ほ
ん
じ
ょ
お
く
ら
や
し
き

清
親
作
品
の
本
質
は
、
彼
の
生
い
立
ち
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
清
親
の
父
は
、
本
所
御
蔵
屋
敷
に
勤
め
る
下
級
の
幕
臣
で
、

父
親
が
没
す
る
と
清
親
が
カＤ
ト
ク
を
継
い
だ
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
混
乱
期
、
旧
幕
側
の
人
々
は
望
ま
な
い
境
遇
や
異
な
る
価
値
観
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
清
親
も
ま
た
幕
臣
と
し
て
の
苦
し
い
時
期
を
経
た
こ
と
で
、
維
新
後
に
絵
師
と
し
て
再
出
発
を
果
た
し
た
後
も
、
江
戸

へ
の
深
い
哀
惜
の
情
と
時
流
に
流
さ
れ
て
生
き
る
こ
と
へ
の
諦
観
を
抱
き
続
け
、
ま
た
社
会
的
な
弱
者
や
大
衆
に
対
す
る
共
感
を
も
つ
に
至
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
る
ま
る
ち
ん
ぶ
ん

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
頃
か
ら
手
が
け
た
「
注
3ポン

チ
絵
」
や
『
注
4
団
団
珍
聞
』
の
挿
絵
な
ど
の
風
刺
画
に
は
、
大
衆
や
弱
者
の
側
に
立
つ
清
親

う
が

そ
ろ
い
も
の

の
姿
勢
と
物
事
を乙
穿
っ
た
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。
明
治
十
七
〜
十
八
年
（
一
八
八
四
〜
八
五
）
に
出
版
し
た
注
5

揃
物
「
武
蔵
百
景
」
は
、
注
6歌川

広
重
の

「
名
所
江
戸
百
景
」
を
下
敷
き
に
、
新
旧
の
風
俗
を
印
象
的
に
対
比
さ
せ
る
構
図
に
よ
っ
て
、
強
い
江
戸
回
顧
趣
味
を
感
じ
さ
せ
る
。
明
治
二
十

九
〜
三
十
年
（
一
八
九
六
〜
九
七
）
に
出
版
し
た
揃
物
「
日
本
名
勝
図
会
」
は
、
歌
川
広
重
の
「
六
十
余
州
名
所
図
会
」
のⅱ
体
裁
をＥ
ト
ウ
シ
ュ
ウ
し
な

が
ら
、
水
彩
画
の
表
現
を
試
み
る
新
し
い
版
画
と
い
え
よ
う
。
明
治
二
十
七
〜
二
十
八
年
（
一
八
九
四
〜
九
五
）
に
手
が
け
た
日
清
戦
争
を
主
題
に
す

る
戦
争
画
は
、
大
衆
の
期
待
に
応
え
る
時
事
報
道
的
な
主
題
で
あ
り
、
得
意
と
す
る
光
と
影
の
表
現
を
効
果
的
に
用
い
て
、
感
傷
的
な
風
景
画
に

シ
ョ
ウＦ
カ
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
ま
で
描
き
続
け
た
水
彩
画
は
、
日
本
に
お
け
る
最
初
期
の
水
彩
画
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
美
術
団
体
に
属
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き
よ
ち
か

一
次
の
文
章
は
、
主
に
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
、
小
林
清
親
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

と
う
け
い
ぎ
ん
ざ
が
い
に
っ
ぽ
う
し
ゃ

と
う
け
い
し
ん
お
お
は
し
う
ち
ゅ
う
の
ず

小
林
清
親
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
五
）
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
注
1版元

の
松
木
平
吉
か
ら
、「
東
京
銀
座
街
日
報
社
」「
東
京
新
大
橋
雨
中
図
」

と
う
け
い
は
し
ば
の
わ
た
し
た
そ
が
れ
の
け
い

と
う
け
い
こ
う
め
ひ
き
ふ
ね
よ
る
の
ず

に
じ
ゅ
う
ば
し
ま
え
じ
ょ
う
ば
へ
い

こ
う
せ
ん
が

「
東
京
橋
場
渡
黄
昏
景
」「
東
京
小
梅
曳
船
夜
図
」「
二
重
橋
前
乗
馬
兵
」
の
五
点
を

光
線
画

と
称
し
て
発
表
し
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七

九
）
頃
に
版
元
を
福
田
熊
次
郎
に
か
え
な
が
ら
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
ま
で
の
間
に
九
十
三
点
の
風
景
版
画
を
発
表
し
た
。
光
線
画

と
い

う
名
称
の
と
お
り
、
江
戸
か
ら
東
京
へ
と
移
り
ゆ
く
風
景
を
主
題
に
、
光
と
影
の
様
相
を
細
や
か
に
描
き
と
め
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
い
つ
し
か
一

連
の
シ
リ
ー
ズ
と
み
な
さ
れ
「
東
京
名
所
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

お
ぐ
ら

清
親
に
続
い
て
、
井
上
安
治
（
一
八
六
四
〜
八
九
）
や
小
倉
柳
村
（
生
没
年
不
詳
）
が

光
線
画

を
制
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
清
親
が
創
り
だ

し
た

光
線
画

が
人
気
を

い

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

光
線
画

は
、
文
明
開
化
に
よ
っ
て
大
量
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
西
洋
絵
画
や
、
写
真
、
石
版
画
や
銅
版
画
な
ど
か
ら
、
目
に
見
え
る
ま

ま
に
絵
画
化
す
る

ろ

を
学
び
、
浮
世
絵
版
画
か
ら
続
く
伝
統
的
な
注
2木版

画
の
技
術
を
用
い
な
が
ら
、

は

に
か
な
っ
た
光
と
影
の

表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
研
究
で
は
、
明
治
初
期
の
洋
画
家
の
間
で
流
行
し
た
「
テ
ネ
ブ
リ
ズ
ム
（
暗
闇
主
義
）」
と
い
う
西
洋
絵
画
の
表
現
様
式
の
影
響
の
下
に
、

光
線
画

が
登
場
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
清
親
が
同
時
代
の
洋
画
家
の
ド
ウＡ
コ
ウ
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は

Ｘ

。
し
か
し

テ
ネ
ブ
リ
ズ
ム
の
特
徴
が
、Ｂ
ゲ
キ
テ
キ
な
明
暗
の
対
比
で
あ
る
の
に
対
し
、
光
線
画

に
お
け
る
清
親
の
関
心
は
光
の甲
階
調
に
あ
る
。

ま
た

光
線
画

で
は
、
光
と
影
の
表
現
の
た
め
に
空
や
雲
の
多
彩
な
描
写
が
行
わ
れ
て
お
り
、
清
親
の
繊
細
な
感
性
に
注
目
し
た
い
。

光
線
画

の
彩
色
は
、
写
真
や
石
版
画
を
模
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、
彩
色
を
自
在
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
印
刷
技
術

Ｅ
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国語〔中期 ２ /16〕（時間：他の試験科目 1 科目とあわせて ２ 科目で1２0分）



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
四

線
部
甲
「
階
調
」、
乙
「
穿
っ
た
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
甲
が

15

、
乙
が

16

。

甲
「
階
調
」

影
と
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

技
術
の
段
階
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
描
き
方
。

色
や
明
る
さ
の
細
や
か
な
段
階
。

格
調
高
い
自
在
な
表
現
。

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
色
の
変
化
。

乙
「
穿
っ
た
」

本
質
を
鋭
く
見
抜
こ
う
と
す
る
こ
と
。

殊
更
に
疑
っ
て
か
か
る
よ
う
な
見
方
を
す
る
こ
と
。

意
図
的
に
自
分
以
外
を
批
判
的
に
見
る
こ
と
。

脱
俗
の
志
向
を
持
つ
こ
と
。

む
だ
に
あ
れ
こ
れ
詮
索
す
る
こ
と
。
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問
二

線
部
ⅰ
〜
ⅲ
の
漢
字
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ

い
。
解
答
番
号
は
、
ⅰ
が

7

、
ⅱ
が

8

、
ⅲ
が

9

。

ⅰ

名
残
〔

め
い
ざ
ん

な
ご
り

み
ょ
う
ざ
ん

な
ご
し

み
ょ
う
さ
ん

〕

ⅱ

体
裁
〔

て
い
さ
つ

た
い
し
ょ
く

た
い
ざ
い

て
い
さ
い

た
い
ざ
ん

〕

ⅲ

市
井
〔

し
が
い

い
ち
い

し
じ
ょ
う

せ
い
じ
ょ
う

し
せ
い

〕

問
三

い

〜

ほ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、

い

が

10

、

ろ

が

11

、

は

が

12

、

に

が

13

、

ほ

が

14

。

い
〔

弄
し
て

奏
し
て

博
し
て

徴
し
て

徹
し
て

〕

ろ
〔

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

ニ
ヒ
リ
ズ
ム

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

リ
ア
リ
ズ
ム

〕

は
〔

道

理

知

真

礼

〕

せ
ん
ど
う

り
ょ
う
が

に
〔

先
行

煽
動

強
行

凌
駕

追
随

〕

ほ
〔

マ
ニ
ア
ッ
ク

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

〕
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問
一

線
部
Ａ
〜
Ｆ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

6

。

Ａ

1

ド
ウ
コ
ウ

わ
な

コ
ウ
ミ
ョ
ウ
な
罠
。

コ
ウ
ト
ウ
無
稽
な
設
定
。

コ
ウ
ジ
ョ
ウ
的
な
収
入
が
あ
る
。

コ
ウ
ガ
ク
心
に
も
え
る
。

ノ
ウ
コ
ウ
な
味
わ
い
。

Ｂ

2

ゲ
キ
テ
キ

み

ゲ
キ
ジ
ョ
ウ
中
継
を
観
る
。

カ
ゲ
キ
な
思
想
を
抱
く
。

カ
ン
ゲ
キ
を
縫
う
。

コ
ウ
ゲ
キ
的
な
性
格
。

ゲ
キ
レ
イ
の
演
説
。

Ｃ

3

ゲ
ン
セ
ン

セ
ン
ケ
ン
の
明
が
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ス
の
セ
ン
プ
ク
期
間
。

渇
し
て
も
ト
ウ
セ
ン
の
水
を
飲
ま
ず
。

セ
ン
ザ
イ
一
遇
の
機
会
。

皆
の
セ
ン
ボ
ウ
の
的
に
な
る
。

Ｄ

4

カ
ト
ク

ト
ク
ジ
ツ
な
人
柄
。

ト
ク
メ
イ
の
投
書
。

ト
ク
ダ
ン
の
配
慮
。

重
大
な
カ
ン
ト
ク
責
任
。

ア
ク
ト
ク
商
法
。

Ｅ

5

ト
ウ
シ
ュ
ウ

ト
ウ
ダ
イ
も
と
暗
し
。

心
理
的
カ
ッ
ト
ウ
。

人
材
の
ト
ウ
ヨ
ウ
。

部
下
の
ト
ウ
ソ
ツ
。

実
地
ト
ウ
サ
を
行
う
。

Ｆ

6

シ
ョ
ウ
カ

み
ず
み
ず
し
い
カ
ジ
ツ
。

レ
ン
カ
な
商
品
。

カ
ド
ウ
率
を
上
げ
る
。

う
わ
さ噂の

カ
チ
ュ
ウ
の
人
。

け
ん
ら
ん

ゴ
ウ
カ
絢
爛
な
舞
踏
会
。
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し
て
い
な
い
清
親
の
作
品
が
展
覧
会
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。
木
版
画
の
出
版
が
途
絶
え
た
明
治
三

十
年
代
を
中
心
に
手
が
け
た
肉
筆
画
も
、
ほ
と
ん
ど
が
私
的
な
存
在
の
絵
画
で
あ
る
。

ⅲ
市
井
に
活
躍
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
画
歴
の
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
清
親
に
関
す
る
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
の

い
ろ
あ

大
き
さ
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
色
褪
せ
な
い
魅
力
を
も
つ
清
親
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
近
代
絵
画
の
巨
人
の
一
人
で
あ
る
。

（
吉
田
洋
子
「
近
代
絵
画
の
巨
人

小
林
清
親
」
に
よ
る
）

注
1

版
元
＝
印
刷
物
の
出
版
・
発
行
を
行
う
と
こ
ろ
。

は
ん
ぎ

注
2

木
版
画
＝
石
板
・
銅
板
を
用
い
る
版
画
に
対
し
て
、
版
木
と
呼
ば
れ
る
木
の
板
に
文
字
や
絵
を
彫
っ
て
紙
に
刷
る
印
刷
技
法
で
作
ら
れ
た

版
画
の
こ
と
。

注
3

ポ
ン
チ
絵
＝
風
刺
な
ど
を
目
的
と
し
た
滑
稽
な
絵
。

注
4
『
団
団
珍
聞
』
＝
明
治
期
の
風
刺
画
雑
誌
。

注
5

揃
物
＝
浮
世
絵
で
、
複
数
の
絵
で
一
セ
ッ
ト
と
な
る
シ
リ
ー
ズ
物
の
こ
と
。

注
6

歌
川
広
重
＝
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
（
一
七
九
七
〜
一
八
五
八
）。
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国語〔中期 ２ /16〕



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
七

小
林
清
親
の
画
業
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

19

。

清
親
作
品
の
本
質
は
、
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
絵
画
や
写
真
な
ど
か
ら
学
ん
だ
新
し
さ
が
あ
る
一
方
で
、
前
時
代
を
懐
古
す
る
趣
味
を
持

つ
文
学
者
た
ち
の
創
作
活
動
の
支
え
と
な
る
よ
う
な
、
失
わ
れ
て
ゆ
く
江
戸
の
面
影
を
い
と
お
し
む
情
緒
を
た
た
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

清
親
は
優
れ
た
作
品
を
残
し
、
そ
の
魅
力
が
現
代
で
も
評
価
さ
れ
て
は
い
る
が
、
生
前
の
彼
は
、
旧
幕
臣
と
し
て
の
苦
し
い
体
験
か
ら
時

流
に
何
の
抵
抗
も
な
く
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
面
が
あ
り
、「
近
代
画
壇
の
巨
匠
」
と
い
う
よ
う
な
公
的
立
場
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

清
親
が
、
美
術
団
体
や
展
覧
会
な
ど
画
壇
と
呼
べ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
距
離
を
置
き
、
個
人
で
活
動
し
続
け
た
の
は
、
旧
幕
臣
と
し
て

の
経
歴
か
ら
江
戸
情
緒
を
哀
惜
す
る
が
あ
ま
り
、
新
時
代
の
時
局
に
即
し
た
作
品
を
作
る
こ
と
を
拒
否
し
続
け
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

く
み

清
親
は
、
旧
幕
臣
と
し
て
の
苦
し
さ
を
味
わ
っ
た
自
身
の
体
験
か
ら
、
大
勢
に
与
す
る
よ
り
も
社
会
的
弱
者
や
大
衆
に
寄
り
添
お
う
と
す

る
姿
勢
を
持
つ
に
至
り
、
大
衆
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
な
作
品
も
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
独
特
の
感
傷
性
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。

清
親
は
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
過
渡
期
に
、
望
ま
な
い
境
遇
や
価
値
観
の
変
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
体
験
か
ら
、
社
会
的
弱

つ
な

者
や
大
衆
へ
の
共
感
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
世
を
風
刺
す
る
作
品
の
制
作
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問
八

問
題
文
中
に
出
て
く
る
永
井
荷
風
の
小
説
作
品
名
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

刺
青

夜
明
け
前

倫
敦
塔

伊
豆
の
踊
子

あ
め
り
か
物
語
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問
五

問
題
文
中
の

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
語
句
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

17

。

想
定
内
の
こ
と
で
は
な
い

評
価
に
値
し
な
い

想
像
を
絶
す
る

そ
の
評
価
を
決
定
づ
け
る

想
像
に
難
く
な
い

問
六

線
部
「
光
線
画

の
魅
力
」
と
あ
り
ま
す
が
、
清
親
の
描
く
光
線
画
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

清
親
の
手
が
け
た
光
線
画
は
、
伝
統
的
な
木
版
画
の
技
術
を
用
い
つ
つ
も
、
明
治
以
降
に
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
絵
画
・
写
真
・
版
画
な

ど
か
ら
新
し
い
様
式
・
技
法
を
学
び
取
り
、
時
事
に
即
し
た
画
題
も
扱
う
な
ど
、
情
趣
よ
り
も
合
理
的
な
表
現
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

清
親
の
手
が
け
た
光
線
画
は
、
旧
幕
臣
と
い
う
彼
の
出
自
の
影
響
も
あ
っ
て
、
前
時
代
へ
の
郷
愁
に
強
く
覆
わ
れ
て
お
り
、
明
治
初
期
の

洋
画
家
た
ち
の
間
で
流
行
し
て
い
た
西
洋
絵
画
の
新
し
い
様
式
に
は
批
判
的
な
作
者
の
意
識
が
強
く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

清
親
の
手
が
け
た
光
線
画
は
、
明
治
以
降
流
入
し
て
き
た
西
洋
の
絵
や
写
真
な
ど
か
ら
目
に
見
え
る
ま
ま
に
絵
画
化
す
る
技
法
を
摂
取
し

た
こ
と
で
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
そ
れ
以
後
も
専
ら
西
洋
絵
画
の
影
響
下
に
あ
る
水
彩
画
の
制
作
な
ど
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

清
親
の
手
が
け
た
光
線
画
は
、
彼
が
旧
幕
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
江
戸
懐
古
趣
味
が
強
く
、
そ
れ
と
の
対
比
で
「
東
京
」
へ
の
違
和
感
が

透
け
て
見
え
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
新
時
代
の
現
実
に
対
応
し
た
り
、
そ
の
魅
力
を
引
き
出
し
た
り
す
る
よ
う
な
面
は
、
欠
落
し
て
い
る
。

清
親
の
手
が
け
た
光
線
画
は
、
西
洋
の
絵
画
・
写
真
・
版
画
か
ら
学
ぶ
面
が
あ
り
つ
つ
も
、
光
の
時
間
の
経
過
に
伴
う
推
移
を
細
や
か
に

写
し
取
ろ
う
と
す
る
繊
細
な
特
色
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
伝
統
的
な
木
版
画
で
培
わ
れ
て
き
た
技
法
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

6

念
校
紙―106―

7

Ｅ（選）

２１１８０６Ｊ Page 7 2020.12.16 14.10.23

２１１８０６Ｊ_7

し
け
れ
。

見
え
初
め
て
は
や
夜
を
照
ら
す
け
ふ
の
月

注
1

見
ぬ
世
の
人
＝
昔
の
人
。

注
2

い
と
ど
＝
バ
ッ
タ
目
カ
マ
ド
ウ
マ
科
の
昆
虫
。

お
ひ
つ
じ

注
3

婁
宿
＝
星
座
の
名
。
二
十
八
宿
の
一
つ
。
牡
羊
座
の
三
つ
星
。

注
4

無
徳
＝
貧
し
い
こ
と
。

問
一

線
部
ア
「
と
さ
ま
か
う
さ
ま
」、
イ
「
せ
ち
に
」、
ウ
「
秋
の
最
中
」、
エ
「
言
ふ
も
さ
ら
な
り
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
ア
が

21

、
イ
が

22

、
ウ
が

23

、
エ
が

24

。

ア
「
と
さ
ま
か
う
さ
ま
」
21

あ
れ
や
こ
れ
や

あ
ち
ら
こ
ち
ら

何
と
い
う
こ
と
な
く

慌
た
だ
し
く

よ
そ
よ
そ
し
く

イ
「
せ
ち
に
」
22

ち
そ
う

浅
は
か
な
知
恵
で

親
切
心
で

馳
走
を
し
て

時
節
が
ら

ど
う
し
て
も
と

ウ
「
秋
の
最
中
」
23

八
月
十
四
夜

八
月
十
五
夜

八
月
十
六
夜

九
月
十
三
夜

十
月
十
五
夜

エ
「
言
ふ
も
さ
ら
な
り
」
24

言
っ
て
も
し
か
た
が
な
い

言
う
ま
で
も
な
い

言
わ
な
い
方
が
よ
い

言
う
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

言
う
こ
と
が
で
き
な
い
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く
り
た
ち
よ
ど
う

二
次
の
文
章
は
江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
、
栗
田
樗
堂
（
一
七
四
九
年
〜
一
八
一
四
年
）
の
「
月
夜
さ
う
し
」
と
い
う
文
章
の
一
節
で
す
。
読
ん
で
、

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

秋
は
も
の
の
あ
は
れ
も
こ
と
な
り
け
る
に
、
月
見
る
こ
そ
ま
た
を
か
し
け
れ
。
思
ふ
き
は
は
、
注
1見ぬ

世
の
人
も
今
あ
ひ
見
し
や
う
に
お
も
ひ
、
つ

ね
に
も
の
問
ふ
友
人
も
、
月
見
る
宵
の
ほ
ど
、1
言
ひ
や
ら
ざ
る
に
と
く
来
た
り
け
る
。
顔
さ
し
む
か
ふ
さ
へ
い
と
め
づ
ら
か
な
る
心
地
こ
そ
し
け
れ
。

い

な
に
か
はア
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
い
そ
ぎ
て
も
の
が
た
り
出
で
た
る
ぞ
ま
た
を
か
し
き
。

（
中
略
）

月
は
ま
た
十
日
ば
か
り
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
さ
す
が
に
も
の
が
た
る
ほ
ど
も
の
ど
や
か
に
う
つ
り
た
る
に
、
む
ら
雨
過
ぎ
し
雲
間
よ
り
も
れ
出
で

た
る
ぞ
こ
と
に
を
か
し
き
。2
寝
る
に
も
を
し
と
て
、
か
へ
る
べ
き
人
もイ
せ
ち
に
言
ひ
と
ど
め
つ
つ
、
今
ひ
と
つａ
な
む
と
酒
す
す
め
た
る
、
ま
た
興
あ

な

り
け
り
。
草
む
ら
に
す
だ
く
き
り
ぎ
り
す
、
壁
に
よ
る
注
2いと

ど
、
こ
ほ
ろ
ぎ
、
み
な
お
の
れ
お
の
れ
が
あ
は
れ
を
こ
そ
啼
く
な
め
れ
。
何
か
と
り
あ

つ
め
た
る
ぞ
秋
の
夜
の
を
か
し
さ
な
り
け
る
。

鈴
む
し
の
夜
寒
し
ら
せ
る
垣
根
か
な

待
つ
宵
の
月
の
名
だ
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
あ
す
は
い
づ
れ
の
か
た
に
ま
か
ら
む
に
、
誰
々
な
ど
思
ひ
さ
だ
め
た
る
、3
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。

今
の
こ
と
の
今
に
か
は
り
行
く
こ
そ
人
の
世
の
つ
ね
な
り
け
め
。4
こ
よ
ひ
は
月
も
少
し
ば
か
り
見
残
し
た
ら
む
、
な
ほ
心
憎
く
こ
そ
あ
ら
め
。

も
な
か

ろ
う
し
ゆ
く

ウ
秋
の
最
中
は
注
3
婁
宿
と
や
ら
む
に
め
ぐ
り
て
月
の
ひ
か
り
こ
と
に
め
で
た
け
れ
ば
、
今
も
む
か
し
も
か
し
こ
き
人
の
も
て
あ
そ
ぶ
こ
そ
、
げ
に
こ

み
か
き

う
て
な

と
な
り
け
れ
。
御
垣
の
う
ち
はエ
言
ふ
も
さ
ら
な
り
。5
玉
の
台
の
た
の
し
き
は
し
る
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ど
、
高
き
人
富
め
る
人
み
な
こ
こ
ろ
し
づ

さ
を

か
な
ら
ざ
れ
ば
、
月
見
る
に
な
に
の
よ
す
が
や
あ
り
け
む
。
山
野
に
さ
す
ら
ひ
江
湖
に
棹
さ
し
わ
た
る
も
、
風
興
こ
こ
ろ
に
も
と
む
る
な
ら
ば
、
ま

よ
わ
ひ

た
く
る
ほ
し
け
れ
。
も
の
し
れ
る
顔
し
て
月
の
前
に
齢
の
か
た
ぶ
く
を
か
こ
ち
、
世
を
う
し
と
て
山
の
お
く
に
も
住
ま
ば
か
は
な
ど
思
ふ
、
お
ほ
く

む
と
く

わ
ら
ひ
と
つ
か

は
注
4

無
徳
の
こ
と
に
の
み
し
て
、ｂ
さ
ら
に
せ
む
す
べ
な
し
。
い
づ
こ
に
も
あ
れ
、
た
よ
り
よ
き
処
に
藁
一
束
ね
得
た
ら
む
に
は
、
や
が
て
打
ち
敷
き
つ

つ
、6
思
ふ
べ
き
く
ま
さ
へ
な
く
し
て
、
ひ
と
り
こ
よ
ひ
の
月
を
月
と
の
み
見
た
ら
む
こ
そ
、
月
の
こ
こ
ろ
に
も
何
か
恥
ぢ
ら
ふ
べ
き
や
。
い
と
を
か
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国語〔中期 ２ /16〕



入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
九

線
部
ｂ
「
さ
ら
に
せ
む
す
べ
な
し
」
を
品
詞
分
解
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

32

。

さ
ら
に
／
せ
む
／
す
べ
な
し

さ
ら
／
に
／
せ
／
む
／
す
べ
な
し

さ
ら
に
／
せ
／
む
／
す
べ
／
な
し

さ
ら
／
に
／
せ
む
／
す
べ
な
し

さ
ら
に
／
せ
／
む
／
す
べ
な
し

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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問
六

線
部
5
「
玉
の
台
の
た
の
し
き
は
し
る
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ど
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中

か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

29

。

高
台
の
不
安
定
な
住
居
に
住
む
よ
う
な
楽
天
的
な
人
に
は
な
れ
な
い
け
れ
ど

か
な

美
し
い
建
物
の
す
ば
ら
し
さ
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
け
れ
ど

立
派
な
御
殿
に
住
む
裕
福
な
人
の
こ
と
は
知
り
よ
う
も
な
い
け
れ
ど

高
殿
か
ら
の
見
事
な
眺
望
は
他
か
ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
け
れ
ど

は
ち
す

極
楽
の
蓮
の
座
に
上
る
こ
と
を
あ
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど

問
七

線
部
6
「
思
ふ
べ
き
く
ま
さ
へ
な
く
し
て
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

30

。

す
み
ず
み

藁
の
ふ
と
ん
の
隅
隅
ま
で
も
平
ら
に
し
て

心
の
中
に
も
何
の
気
に
か
か
る
こ
と
も
な
く
て

月
を
隠
す
雲
さ
え
一
つ
も
無
く
て

考
え
ら
れ
る
だ
け
の
欠
点
も
改
め
て

月
の
光
が
当
た
ら
な
い
陰
も
な
く
し
て

問
八

線
部
ａ
「
な
む
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

31

。

終
助
詞

助
動
詞
の
未
然
形
＋
助
動
詞
の
終
止
形

係
助
詞

代
名
詞
「
何
」
の
音
便
形

副
助
詞
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問
四

線
部
3
「
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、
作
者
が
そ
う
思
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

27

。

明
日
ど
こ
へ
月
見
に
出
か
け
る
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
。

明
日
に
な
る
と
自
分
の
気
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

明
日
は
明
日
で
予
想
外
の
急
用
が
入
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

月
は
十
四
日
の
月
の
方
が
趣
深
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
か
ら
。

世
の
中
は
無
常
で
明
日
も
月
が
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
。

問
五

線
部
4
「
こ
よ
ひ
は
月
も
少
し
ば
か
り
見
残
し
た
ら
む
、
な
ほ
心
憎
く
こ
そ
あ
ら
め
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

28

。

今
夜
は
月
を
満
ち
足
り
る
ま
で
観
賞
せ
ず
明
日
に
楽
し
み
を
取
っ
て
お
く
の
は
、
一
層
心
ひ
か
れ
る
感
じ
で
あ
る

今
夜
の
月
が
顔
を
見
せ
た
だ
け
で
隠
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
は
、
や
は
り
恨
め
し
く
思
わ
れ
る

今
夜
の
月
が
ま
だ
少
し
だ
け
欠
け
て
い
る
の
は
、
明
日
が
期
待
さ
れ
て
何
と
も
待
ち
遠
し
い
気
持
ち
が
す
る

今
夜
は
皆
で
月
見
を
す
る
の
で
は
な
く
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
も
少
し
は
い
る
こ
と
が
、
何
と
も
残
念
に
思
わ
れ
る

今
夜
の
月
を
少
し
見
る
だ
け
に
し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
月
見
の
作
法
と
し
て
お
く
ゆ
か
し
い
限
り
で
あ
る
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問
二

線
部
1
「
言
ひ
や
ら
ざ
る
に
と
く
来
た
り
け
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
友
人
は
な
ぜ
や
っ
て
来
た
の
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

25

。

月
夜
は
明
る
い
の
で
夜
道
が
安
全
だ
か
ら
。

明
日
ま
で
待
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
か
ら
。

め

月
の
す
ば
ら
し
さ
を
と
も
に
愛
で
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

普
段
か
ら
よ
く
行
き
来
を
し
て
い
た
か
ら
。

親
友
と
の
昔
話
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
か
ら
。

問
三

線
部
2
「
寝
る
に
も
を
し
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

26

。

寝
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い

今
さ
ら
寝
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

寝
て
見
る
月
も
い
と
お
し
い

も
う
寝
る
時
刻
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

何
と
か
寝
さ
せ
て
泊
ま
ら
せ
よ
う

6
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
よ
り
注
1選択

的
接
触
が
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
自
分
好
み
の
情
報
源
だ
け
に
限
る
こ
と
が
で
き
て
偏
っ
た
情
報
に
接
す

る
と
い
う
議
論
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
の
よ
う
な
事
態
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
予
想
と
現
実
の
ズ
レ
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
二
つ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
第
一
の
理
由
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
す
る
際
、
コ
ス
ト
の
面
を
無
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
簡
単
に

情
報
源
を
選
べ
る
、
す
な
わ
ち
ノ
ー
コ
ス
ト
で
情
報
源
の
取
捨
選
択
が
可
能
で
あ
り
、
自
分
好
み
の
情
報
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
逆
に

言
え
ば
自
分
と
意
見
が
異
な
る
相
手
を
情
報
源
に
選
ぶ
こ
と
も
ノ
ー
コ
ス
ト
で
可
能
で
あ
る
。【
ⅰ
】

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
は
情
報
取
得
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

ａ

新
聞
の
場
合
、
一
紙
取
る
の
に
4
0
0
0
円
程
度
の
費
用
が
か

か
る
。
反
対
意
見
を
知
る
た
め
に
も
う
一
紙
を
追
加Ａ
コ
ウ
ド
ク
す
る
こ
と
は
コ
ス
ト
的
な
負
担
が
重
く
、
普
通
の
人
に
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
紙
雑

誌
も
一
冊
5
0
0
円
〜
1
0
0
0
円
程
度
は
す
る
。
テ
レ
ビ
番
組
の
場
合
は
無
料
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
番
組
の
放
送
時
間
に
テ
レ
ビ
の
前
に

座
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
録
画
す
る
に
し
て
も
、
録
画
を
見
る
た
め
に
は
一
定
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
定
の
ま
と
ま
っ
た
時

間
帯
を
そ
の
番
組
の
た
め
に
割
り
当
て
る
こ
と
は
生
活
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、

ｂ

コ
ス
ト
が
か
か
る
。
そ
の
コ
ス
ト

を
か
け
て
ま
で
反
対
意
見
の
番
組
を
見
よ
う
と
い
う
人
は
限
ら
れ
て
く
る
。【
ⅱ
】

こ
れ
に
対
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
反
対
意
見
を
聞
く
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
反
対
意
見
の
人
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
フ
ォ

ロ
ー
す
る
だ
け
で
よ
く
、
あ
と
は
自
動
的
に
反
対
意
見
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
特
別
に
追
加
費
用
を
か
け
る
こ
と
は
な
く
、
ま
と
ま
っ
た

時
間
を
割
く
必
要
も
な
い
。
ネ
ッ
ト
の
場
合
、
反
対
意
見
を
取
得
す
る
金
銭
的
・
時
間
的
コ
ス
ト
は
、
従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ
る
と
圧
倒
的

に
安
い
の
で
あ
る
。
注
2接す

る
論
客
の
う
ち
反
対
意
見
が
4
割
に
も
達
し
た
の
は
、
こ
の
情
報
取
得
の
コ
ス
ト
の
安
さ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。【
ⅲ
】

Ｄ
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な
よ
う
に
情
報
を
取
捨
選
択
で
き
る
と
い
う
の
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
原
理
的
に
は
ネ
ッ
ト
上
で
自
分
に
近
い
情
報
ば
か
り
を
選
ぶ
こ
と
は
確
か

に
で
き
る
。
多
く
のｂ
悲
観
論
者
は
そ
う
予
想
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
人
々
が
自
分
だ
け
の
偏
っ
た
情
報
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
を

オ

し
た
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
接
す
る
論
客
の
4
割
が
自
分
と
反
対
側
の
論
客
と
い
う
事
実
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
民
主
主
義
が
安

定
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
自
分
と
反
対
の
意
見
を
知
る
必
要
が
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
は
そ
れ
に

見
事
に

応
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
中
略
）

も
し
ネ
ッ
ト
で
は
自
分
と
反
対
側
の
意
見
に
も
接
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
多
様
な
意
見
に
接
し
て
い
る
な
ら
、
そ
し
て
そ
の
結
果
相
手
を
理
解
し
、

極
端
な
意
見
に
走
る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
こ
れ
は
ネ
ッ
トｃ
草
創
期
の
人
々
が
掲
げ
た
理
想
に
近
い
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
ネ
ッ
ト
草
創
期
の
人
々
は
、

ち

え

ネ
ッ
ト
の
上
で
多
様
な
意
見
や
智
恵
の
交
流
が
起
こ
り
、
互
い
の
理
解
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
の
期
待
は
、
ま
さ
に乙
若
年
層
を
中
心
に
実
現

し
つ
つ
あ
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
若
年
層
が
社
会
の
大
勢
を
占
め
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
長
期
的
に
は
ネ
ッ
ト
の
良
い
面
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
ネ
ッ
ト
草
創
期
の
人
々
の
期
待
は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
。

た
つ
お

（
田
中
辰
雄
・
浜
屋
敏
『
ネ
ッ
ト
は
社
会
を
分
断
し
な
い
』
に
よ
る
）

注
1

選
択
的
接
触
＝
人
が
情
報
に
接
す
る
時
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
自
分
の
考
え
に
合
う
情
報
を
選
ぶ
こ
と
。

注
2

接
す
る
論
客
の
う
ち
反
対
意
見
が
4
割
に
も
達
し
た
＝
掲
出
の
文
章
の
前
に
、
自
分
と
同
じ
ま
た
は
異
な
る
政
治
傾
向
の
論
客
の
発
言
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
触
れ
て
い
る
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
、
全
体
の
4
割
が
異
な
る
政
治
傾
向
の
論
客
の
発
言
に

も
接
し
て
い
る
と
い
う
数
値
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

き
べ
ん

注
3

炎
上
事
件
＝
不
祥
事
の
発
覚
や
失
言
・
詭
弁
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、
非
難
・
批
判

が
殺
到
し
て
、
収
拾
が
付
か
な
く
な
る
事
態
や
状
況
が
起
こ
る
こ
と
。

注
4

サ
イ
バ
ー
カ
ス
ケ
ー
ド
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
世
論
形
成
に
お
け
る
現
象
の
一
つ
。
特
定
の
サ
イ
ト
や
掲
示
板
な
ど
で
の
意
見
交
換
で

は
、
あ
る
事
柄
へ
の
賛
否
い
ず
れ
か
の
論
が
急
激
に
多
数
を
占
め
、
先
鋭
化
す
る
傾
向
を
も
つ
と
い
う
も
の
。
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ラ
ジ
オ
、（
4
）
ラ
ジ
オ
な
し
、
で
あ
る
。
彼
ら
は
58
台
の
通
勤
バ
ス
ル
ー
ト
に
こ
の
4
つ
をａ
ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
当
て
て
15
日
間
固
定
し
て
ど
れ
か

を
流
し
つ
づ
け
た
。
15
日
後
に
そ
の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
人
々
の
意
見
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
、（
4
）
の
ラ
ジ
オ
な
し
を
基
準
と
し
て
比
較
し
た
。

調
査
人
数
は
の
べ
1
2
0
0
人
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
次
の
2
点
に
要
約
さ
れ
る
。

（
Ⅰ
）
政
権
批
判
あ
る
い
は
政
権
擁
護
ば
か
り
流
し
た
時
は
人
々
の
意
見
に
変
化
は
無
か
っ
た
。

（
Ⅱ
）
批
判
と
擁
護
両
方
を
流
し
た
時
に
は
人
々
の
意
見
は
穏
健
化
し
た
。

こ
こ
で
、2
政
権
批
判
と
政
権
擁
護
を
両
方
流
し
た
場
合
に
穏
健
化
し
た
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
元
々
政
権
批
判
的
だ
っ
た
人
は
擁
護
論
を
聞
い
て

少
し
は
政
権
も
良
い
こ
と
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
お
し
、
元
々
政
権
擁
護
的
だ
っ
た
人
は
批
判
論
を
聞
い
て
政
権
に
問
題
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
批
判
論
調
に
め
ざ
め
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
批
判
と
擁
護
の
両
方
を
流
し
た
時
だ
け
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
自
分
と
反
対
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で
影
響

を
受
け
る
な
ら
、
政
権
批
判
ば
か
り
流
し
た
時
、
あ
る
い
は
政
権
擁
護
ば
か
り
流
し
た
時
に
も
影
響
が
出
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
っ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
の
解
釈
は
い
ろ
い
ろ
で
き
る
が
、
一
つ
の
解
釈
は
一
方
的
な
情
報
に
は
人
々
は
心
理
的
に
反
発
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

政
権
批
判
の
ト
ー
ク
ば
か
り
を
聞
い
て
い
る
と
、「
何
を
夢
み
た
い
な
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
現
実
は
い
ろ
い
ろ
難
し
い
ん
だ
、
で
き
も

し
な
い
こ
と
を
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
反
発
の
気
持
ち
が
出
て
く
る
。
政
権
擁
護
の
ト
ー
ク
ば
か
り
聞
い
て
い
る
と
「
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る

の
に
政
権
万
歳
で

ウ

か
よ
、
ふ
ざ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
思
い
始
め
る
。
人
間
は
一
方
的
な
情
報
に
は
警
戒
心
を
い
だ
き
、

エ

と
は
の
ら
な
い
。
自
分
の
意
見
と
反
対
側
の
意
見
を
並
列
し
て
比
べ
、
そ
の
う
え
で
自
分
で
考
え
て
納
得
し
た
時
に
だ
け
人
は
意
見
を
変
え
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
こ
そ
両
側
の
意
見
を
流
し
た
時
に
、
意
見
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
相
手
の
意
見
を
理
解
し
た
こ
と
に
よ

る
歩
み
寄
り
な
の
で
あ
り
、
傾
向
と
し
て
は
穏
健
化
と
な
る
。

こ
の
理
解
が
正
し
い
の
な
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の
注
8クロ

ス
接
触
率
4
割
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
穏
健
化
のＤ
ソ
ク
シ
ン
要
因
に
な
っ
た
こ

と
に
な
る
。
分
極
化
は
あ
り
そ
う
も
な
い
。

別
の
言
い
方
を
す
る
と3
人
々
は
思
い
の
ほ
か
賢
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
情
報
の
取
得
コ
ス
ト
が
非
常
に
低
く
、
自
分
の
好
き
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す
な
わ
ち
、
簡
単
に
情
報
の
取
捨
選
択
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
反
対
意
見
の
取
得
も
簡
単
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、（
中
略
）
こ
の

点
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。【
ⅳ
】

（
中
略
）
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
一
部
の
現
象
がＢ
コ
チ
ョ
ウ
さ
れ
て
見
え
る
ネ
ッ
ト
の
特
性
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
が
一
部
の
人
の
現
象
に
す
ぎ

な
く
て
も
、
ネ
ッ
ト
の
特
性
と
し
て

ア

な
人
の
主
張
が
非
常
に
目
立
ち
、
一
部
の
現
象
が
全
体
の
現
象
で
あ
る
か
の
よ
う
に
大
き
く
見
え

て
く
る
こ
と
で
あ
る
。【
ⅴ
】

た
と
え
ば
、
大
き
な
注
3炎上

事
件
が
起
こ
る
と
、
ネ
ッ
ト
上
の
す
べ
て
の
人
が
批
判
を
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
生
ま
れ
る
が
、
炎
上
事
件
に
書
き

込
ん
だ
経
験
の
あ
る
人
は
調
査
し
て
み
る
と
1
％
程
度
し
か
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
特
に
何
度
も
書
き
込
み
を
繰
り
返
す
よ
う
な
攻
撃
的

な
人
は
、
一
つ
の
炎
上
事
件
で
数
十
人
に
と
ど
ま
る
こ
と
す
ら
珍
し
く
な
い
。
数
十
人
の
人
間
が
掲
示
板
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
継
続
的

に
書
き
込
み
を
行
っ
て
い
る
だ
け
の
事
件
が
、
ネ
ッ
ト
上
の

イ

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ネ
ッ
ト
で
は

一
部
の
人
の
行
為
が
大
多
数
の
人
の
行
為
に
見
え
て
し
ま
う
構
造
が
あ
る
。
注
4サイ

バ
ー
カ
ス
ケ
ー
ド
が
生
じ
て
過
激
化
し
て
い
く
注
5エコ

ー
チ
ェ
ン

バ
ー
的
な
現
象
が
全
体
の
ご
く
一
部
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
非
常
に
目
立
ち
、

ｃ

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
全
体
の
現
象
の
よ
う
に
見
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
論
者
が
注
6ネッ

ト
が
社
会
を
分
断
す
る
と
い
う甲
懸
念
を
抱
い
た
の
は
、
一
部
で
あ
る
が
目
立
つ
現
象
を
ネ
ッ
ト

全
体
の
傾
向
と
見
て
し
ま
っ
た

正
確
に
言
え
ば
見
誤
っ
た

か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

ネ
ッ
ト
で
聞
く
意
見
の
4
割
は
反
対
側
の
意
見
で
あ
り
、

ｄ

賛
成
・
反
対
の
両
側
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
両
側
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
う
ち
は
、
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
の
よ
う
な
注
7分極

化
は
起
こ
り
に
く
い
。

ｅ

両
側
の
意
見
を
聞
く
と
穏
健
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
ジ
ッＣ
シ
ョ
ウ
結
果
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
最
近
行
わ

れ
た
興
味
深
い
ジ
ッ
シ
ョ
ウ
実
験
の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
の
ク
ル
ツ
と
モ
エ
ラ
は
通
勤
バ
ス
の
中
で
流
す
ラ
ジ
オ

放
送
を
政
権
批
判
的
な
内
容
と
擁
護
的
な
内
容
に
分
け
、
聞
く
前
と
聞
く
後
で
意
見
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
調
べ
た
。
用
意
し
た
の
は
4
種
類
の
ラ

ジ
オ
ト
ー
ク
番
組
で
あ
る
。（
1
）
政
権
批
判
ば
か
り
流
す
ラ
ジ
オ
、（
2
）
政
権
擁
護
ば
か
り
流
す
ラ
ジ
オ
、（
3
）
批
判
と
擁
護
の
両
方
を
流
す
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

ｃ
「
草
創
期
」

困
難
に
直
面
し
た
時
期

様
々
に
模
索
し
た
時
期

成
熟
し
て
い
な
い
時
期

秩
序
の
整
わ
な
い
時
期

物
事
が
始
ま
っ
た
時
期

問
四

ａ

〜

ｅ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同

じ
記
号
は
一
度
し
か
選
べ
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は
、

ａ

が

10

、

ｂ

が

11

、

ｃ

が

12

、

ｄ

が

13

、

ｅ

が

14

。

あ
た
か
も

い
わ
ば

さ
ら
に

た
と
え
ば

や
は
り

問
五

ア

〜

オ

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、

ア

が

15

、

イ

が

16

、

ウ

が

17

、

エ

が

18

、

オ

が

19

。

り
ん
し
ょ
く

そ
う
め
い

ア
〔

偏
屈

吝
嗇

単
純

聡
明

声
高

〕

イ
〔

影
響

総
意

過
失

疎
外

偏
見

〕

が
り
ょ
う
て
ん
せ
い

ウ
〔

画
竜
点
睛

一
刀
両
断

賛
否
両
論

自
画
自
賛

一
意
専
心

〕

エ
〔

さ
つ
さ
つ

ひ
ん
ぴ
ん

や
す
や
す

る
い
る
い

ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

〕

オ
〔

達
観

危
惧

自
覚

視
認

析
出

〕
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問
二

線
部
甲
・
乙
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
甲
が

5

、
乙
が

6

。

甲

懸
念
〔

か
く
ね
ん

け
ね
ん

げ
ね
ん

け
い
ね
ん

か
ね
ん

〕

乙

若
年
〔

に
ゃ
く
ど
し

に
ゅ
う
ね
ん

じ
ゃ
く
ね
ん

わ
か
ど
し

わ
こ
う
ど

〕

問
三

線
部
ａ
「
ラ
ン
ダ
ム
」、
ｂ
「
悲
観
論
者
」、
ｃ
「
草
創
期
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か

ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
ａ
が

7

、
ｂ
が

8

、
ｃ
が

9

。

ａ
「
ラ
ン
ダ
ム
」

大
上
段

等
間
隔

意
図
的

不
定
期

無
作
為

ｂ
「
悲
観
論
者
」

第
三
者
の
立
場
で
も
の
ご
と
を
見
た
り
考
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
人

も
の
ご
と
の
評
価
や
将
来
の
予
測
が
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
偏
っ
て
い
る
人

自
分
ひ
と
り
の
立
場
や
見
方
だ
け
に
基
づ
い
て
も
の
ご
と
を
考
え
た
が
る
人

全
体
を
見
渡
し
て
も
の
ご
と
の
有
様
や
成
り
行
き
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
人

何
か
に
つ
け
て
も
の
ご
と
に
対
し
て
意
地
悪
な
見
方
を
す
る
傾
向
の
あ
る
人
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Ｂ

2

コ
チ
ョ
ウ

三
年
の
キ
ン
コ
ケ
イ
に
処
せ
ら
れ
る
。

自
ら
の
財
力
を
他
人
に
コ
ジ
す
る
。

報
奨
を
与
え
る
こ
と
で
士
気
を
コ
ブ
す
る
。

寮
生
に
朝
の
テ
ン
コ
を
取
る
。

著
名
人
の
カ
イ
コ
ロ
ク
を
読
む
。

Ｃ

3

ジ
ッ
シ
ョ
ウ

メ
ン
キ
ョ
シ
ョ
ウ
の
コ
ピ
ー
を
提
出
す
る
。

公
害
問
題
の
ソ
シ
ョ
ウ
を
起
こ
す
。

会
社
の
実
権
を
シ
ョ
ウ
ア
ク
す
る
。

文
章
の
首
尾
が
シ
ョ
ウ
オ
ウ
し
て
い
る
。

は
と鳩
は
平
和
の
シ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。

Ｄ

4

ソ
ク
シ
ン

ヘ
ン
ソ
ク
的
な
動
き
に
翻
弄
さ
れ
る
。

旧
友
の
そ
の
後
の
シ
ョ
ウ
ソ
ク
を
尋
ね
る
。

チ
ー
ム
の
ケ
ッ
ソ
ク
力
が
問
わ
れ
る
。

野
菜
を
ソ
ク
セ
イ
栽
培
す
る
。

ソ
ク
セ
キ
と
は
思
え
な
い
出
来
の
料
理
だ
。
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注
5

エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
＝
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
の
略
。
価
値
観
の
似
た
者
同
士
で
交
流
し
、
共
感
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
意
見

や
思
想
が
増
幅
さ
れ
て
影
響
力
を
も
つ
現
象
。

注
6

ネ
ッ
ト
が
社
会
を
分
断
す
る
＝
ネ
ッ
ト
で
の
議
論
が
両
極
端
に
な
り
が
ち
で
、
社
会
に
お
い
て
相
互
理
解
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
に
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

注
7

分
極
化
＝
政
治
的
意
見
が
二
つ
に
分
か
れ
て
く
る
現
象
。

注
8

ク
ロ
ス
接
触
率
＝
こ
こ
で
は
、
接
し
て
い
る
論
客
の
中
で
自
分
と
異
な
る
政
治
傾
向
の
論
客
が
占
め
る
割
合
を
意
味
す
る
。

問
一

線
部
Ａ
〜
Ｄ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

1

〜

4

。

Ａ

1

コ
ウ
ド
ク

良
好
な
関
係
を
コ
ウ
チ
ク
し
て
き
た
。

医
療
費
の
コ
ウ
ジ
ョ
を
申
請
す
る
。

商
品
の
コ
ウ
バ
イ
ソ
ウ
を
調
査
す
る
。

条
約
の
タ
イ
コ
ウ
を
定
め
る
。

両
者
の
キ
ン
コ
ウ
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
七

線
部
1
「
第
一
の
理
由
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
比
較
す
る
際
、
コ
ス
ト
の
面
を
無
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
情
報
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
効
果
的
に
情
報
を
得
る
た
め
に
は
追
加
の
費
用
が
掛
か
っ
た
り
時
間
を
取

い
と

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ネ
ッ
ト
で
は
情
報
取
得
に
費
用
や
時
間
を
掛
け
ず
に
済
む
た
め
そ
の
方
が
効
率

的
な
の
に
、
自
分
に
合
う
旧
来
の
方
法
で
情
報
を
得
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
人
も
い
た
側
面
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
自
分
と
異
な
る
意
見
に
触
れ
情
報
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
と
、
追
加
の
費
用
が
掛
か
っ
た
り
時
間
を
取
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
一
方
、
ネ
ッ
ト
だ
と
情
報
取
得
に
費
用
や
時
間
を
掛
け
ず
に
済
む
た
め
、
反
対
意
見
も
簡
単
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
結
果
と
し
て
自
分
に
合
う
も
の
に
限
ら
ず
幅
広
い
情
報
に
触
れ
ら
れ
取
捨
選
択
で
き
る
側
面
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
良
質
で
優
れ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
が
、
多
様
な
情
報
を
取
得
す
る
た
め
に
は
追
加
の
費
用
が
掛
か
っ
た
り
時
間
を

取
ら
れ
た
り
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
ネ
ッ
ト
だ
と
情
報
取
得
に
費
用
や
時
間
を
掛
け
ず
に
済
む
利
点
が
あ
る
た
め
、
た
と
え
得
ら
れ
る

情
報
の
質
が
劣
る
と
し
て
も
そ
れ
に
頼
る
人
が
社
会
の
多
数
派
と
な
っ
て
い
っ
た
側
面
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
に
は
費
用
も
時
間
も
掛
か
る
の
で
、
自
分
と
同
じ
意
見
を
集
め
る
た
め
に
は
考
え
方
が
近
い
媒
体

を
探
し
求
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
情
報
源
が
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
ネ
ッ
ト
だ
と
情
報
取
得
に
費
用
や
時
間
を
割
く
必
要

が
な
い
た
め
、
多
様
な
情
報
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
も
の
を
取
捨
選
択
で
き
る
側
面
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
な
情
報
源
と
す
る
人
は
、
自
分
と
異
な
る
意
見
に
触
れ
る
た
め
に
費
用
や
時
間
が
掛
か
る
こ
と
を
非
効
率
的
だ
と
避

け
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
と
費
用
や
時
間
の
面
で
は
る
か
に
効
率
が
良
い
た
め
、
よ
り
多
様
な
情
報
を

求
め
て
情
報
源
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ネ
ッ
ト
へ
移
行
さ
せ
る
人
が
増
え
た
側
面
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
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問
六

次
の

内
の
文
が
入
る
最
も
適
当
な
箇
所
は
、
問
題
文
中
の
【
ⅰ
】
〜
【
ⅴ
】
の
ど
こ
で
す
か
。
次
の

〜

の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

ク
リ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
反
対
意
見
の
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
そ
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
無
か
っ

た
特
徴
で
あ
る
。

【
ⅰ
】

【
ⅱ
】

【
ⅲ
】

【
ⅳ
】

【
ⅴ
】
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問
九

線
部
3
「
人
々
は
思
い
の
ほ
か
賢
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

23

。

ネ
ッ
ト
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
よ
り
も
情
報
を
得
る
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
た
め
そ
れ
だ
け
を
利
用
す
る
人
が
大
勢
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ

て
い
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
人
々
は
、
双
方
の
利
点
を
理
解
し
た
上
で
利
用
し
、
片
方
に
偏
ら
な
い
賢
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ネ
ッ
ト
は
、
多
様
な
情
報
を
得
ら
れ
る
媒
体
な
の
で
反
対
意
見
に
接
す
る
機
会
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
人
々

は
、
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
自
身
に
合
う
意
見
を
上
手
に
取
捨
選
択
し
て
、
持
論
を
左
右
さ
れ
な
い
賢
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ネ
ッ
ト
は
、
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
な
い
た
め
情
報
を
得
や
す
く
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
人
々
は
、

ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
自
身
に
有
益
な
も
の
を
取
捨
選
択
し
、
悪
影
響
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
賢
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ネ
ッ
ト
は
、
情
報
を
得
や
す
い
だ
け
に
好
ま
し
い
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
意
外
な
こ
と
に

人
々
は
、
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
過
激
な
意
見
を
区
別
し
て
排
除
し
、
穏
健
な
言
動
を
取
り
続
け
る
賢
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ネ
ッ
ト
は
、
自
身
に
と
っ
て
好
ま
し
い
意
見
ば
か
り
に
情
報
の
取
捨
選
択
を
偏
ら
せ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
人
々
は
、

ネ
ッ
ト
で
反
対
意
見
に
も
接
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
理
解
し
、
行
き
過
ぎ
た
言
動
に
陥
ら
な
い
賢
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
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問
八

線
部
2
「
政
権
批
判
と
政
権
擁
護
を
両
方
流
し
た
場
合
に
穏
健
化
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
文
章
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

22

。

自
身
と
同
じ
意
見
だ
け
を
聞
き
続
け
る
こ
と
は
、
偏
っ
た
情
報
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
自
身
の
成
長
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
対
立
す
る
意
見
を
と
も
に
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
幅
広
い
知
見
を
身
に
付
け
ら
れ
、
物
事
を
大
局
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

は
人
格
面
で
の
成
長
と
も
い
え
、
考
え
方
が
穏
健
に
な
る
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
か
ら
。

自
身
と
は
逆
の
意
見
を
一
方
的
に
聞
か
さ
れ
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
に
対
す
る
否
定
的
な
感
情
が
生
じ
て
簡
単
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、

両
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
両
者
を
並
べ
比
べ
、
さ
ら
に
自
身
で
考
え
て
理
解
し
受
け
入
れ
ら
れ
た
場
合
に
意
見
を
変
化
さ
せ
る
。
こ
れ
は

相
手
と
折
り
合
う
地
点
を
探
る
試
み
で
あ
り
、
考
え
方
が
穏
健
に
な
る
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
か
ら
。

自
身
と
は
逆
の
意
見
を
聞
か
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
精
神
的
な
苦
痛
を
伴
い
、
受
け
入
れ
が
た
い
と
い
う
感
情
を
よ
り
増
幅
さ
せ
て
し
ま
う

が
、
両
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
苦
痛
は
軽
減
さ
れ
、
逆
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
よ
う
と
態
度
を
軟
化
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他

者
を
容
認
し
う
る
姿
勢
を
形
成
し
、
考
え
方
が
穏
健
に
な
る
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
か
ら
。

自
身
と
同
じ
意
見
で
も
逆
の
意
見
で
も
そ
れ
だ
け
を
聞
か
さ
れ
続
け
る
と
、
そ
の
こ
と
自
体
に
あ
る
種
の
意
図
や
計
略
が
潜
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
警
戒
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
が
、
両
方
の
意
見
を
と
も
に
聞
か
さ
れ
る
こ
と
で
そ
う
し
た
疑
い
は
晴
れ
る
。
こ
れ
は
攻

撃
的
な
態
度
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
な
り
、
考
え
方
が
穏
健
に
な
る
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
か
ら
。

自
身
と
同
じ
意
見
で
も
逆
の
意
見
で
も
過
激
な
発
言
を
聞
き
続
け
る
こ
と
は
、
心
情
的
な
疲
弊
を
招
き
言
動
に
も
悪
影
響
が
出
る
傾
向
が

あ
る
が
、
穏
や
か
な
論
調
の
意
見
に
は
自
然
と
耳
を
傾
け
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
理
解
す
る
た
め
の
土
壌
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
他
人
に
対
す
る
柔
軟
性
を
養
い
、
考
え
方
が
穏
健
に
な
る
こ
と
へ
と
結
び
つ
く
か
ら
。
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

ｃ

26

「
こ
の
か
み
」

姉妹母娘め
い姪

ｄ

27

「
あ
ら
ま
ほ
し
く
」

あ
り
え
な
い
ほ
ど

恐
ろ
し
い
ぐ
ら
い
に

好
ま
し
い
様
子
で

願
っ
て
い
た
通
り
に

不
似
合
い
な
ほ
ど

ｅ

28

「
い
ぶ
せ
く
」

う
っ
と
う
し
く

気
が
か
り
に

残
念
に

待
ち
遠
し
く

も
っ
た
い
な
く

5

念
校
紙―23―

16

Ｄ

２１１８０５Ｊ Page 16 2020.12.16 11.24.11

２１１８０５Ｊ_16

れ
い
ぜ
い

注
5

内
の
上
＝
冷
泉
帝
。

注
6

さ
る
べ
き
御
ゆ
か
り
添
ひ
て
＝
光
源
氏
を
娘
婿
に
迎
え
た
こ
と
。

注
7

こ
の
亡
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
＝
故
式
部
卿
の
宮
。

問
一

線
部
ａ
〜
ｆ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は

24

〜

29

。

ａ

24

「
こ
と
つ
け
て
」

言
い
わ
け
に
し
て

お
礼
を
兼
ね
て

こ
だ
わ
っ
て

進
物
を
持
っ
て

伝
言
を
携
え
て

ｂ

25

「
ほ
ど
も
な
く
」

時
間
も
な
く
な
っ
て

敷
地
も
意
外
に
狭
く

す
ぐ
目
の
前
な
の
に

た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

身
分
と
釣
り
合
わ
ず
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ら
ま
し
、
と
お
ぼ
え
は
べ
り
」

と
、
う
ち
わ
な
な
き
た
ま
ひ
て
、

わ
ら
は

い

「
い
と
き
よ
ら
に
ね
び
ま
さ
り
た
ま
ひＥ
に
け
る
か
な
。
童
に
も
の
し
た
ま
へ
り
し
を
見
た
て
ま
つ
り
そ
め
し
時
、
世
に
か
か
る
光
の
出
で
お
は

し
た
る
こ
と
と
驚
か
れ
は
べ
り
し
を
、
時
々
見ⅵ
た
て
ま
つ
る
ご
と
に
、オ
ゆ
ゆ
し
く
お
ぼ
え
は
べ
り
て
な
む
。
注
5内の

上
な
む
い
と
よ
く
似
た
て
ま
つ

ら
せ
た
ま
へ
り
、
と
人
々
聞
こ
ゆ
る
を
、
さ
り
と
も
劣
り
た
ま
へ
ら
む
と
こ
そ
推
し
量
り
は
べ
れ
」

と
、
長
々
と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、「カ
こ
と
に
か
く
さ
し
向
か
ひ
て
人
の
ほ
め
ぬ
わ
ざ
か
な
」
と
を
か
し
く
お
ぼ
す
。

「
山
が
つ
に
な
り
て
、
い
た
う
思
ひ
く
づ
ほ
れ
は
べ
り
し
年
ご
ろ
の
の
ち
、
こ
よ
な
く
衰
へ
に
て
は
べ
る
も
の
を
。
内
の
御
か
た
ち
は
、
い
に

し
へ
の
世
に
も
並
ぶ
人
な
く
や
と
こ
そ
、
あ
り
が
た
く
見
た
て
ま
つ
り
は
べ
れ
。ｆ
あ
や
し
き
御
推
し
量
りＦ
に
な
む
」

と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

「
時
々
見
た
て
ま
つ
ら
ば
、
い
と
ど
し
き
命
や
延
び
は
べ
ら
む
。
今
日
は
老
い
も
忘
れ
、
憂
き
世
の
嘆
き
み
な
去
り
ぬ
る
心
地
な
む
」

と
て
も
、
ま
た
泣
い
た
ま
ふ
。

う

「
三
の
宮
う
ら
や
ま
し
く
、
注
6さる

べ
き
御
ゆ
か
り
添
ひ
て
、
親
し
く
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
を
、
う
ら
や
み
は
べ
る
。
注
7この

亡
せ
た
ま
ひ
ぬ
る

も
、
さ
や
う
に
こ
そ
悔
ひ
た
ま
ふ
折
々
あ
り
し
か
」

と
の
た
ま
ふ
に
ぞ
、
す
こ
し
耳
と
ま
り
た
ま
ふ
。

（『
源
氏
物
語
』
に
よ
る
）

注
1

桃
園
の
宮
＝
朝
顔
の
姫
君
の
父
、
故
式
部
卿
の
宮
の
邸
宅
。

注
2

故
院
＝
光
源
氏
の
父
、
故
桐
壺
院
。「
院
」「
院
の
上
」
も
同
じ
。

あ
お
い

注
3

故
大
殿
の
宮
＝
女
五
の
宮
の
姉
、
桐
壺
院
の
妹
。
光
源
氏
に
は
叔
母
で
あ
る
と
と
も
に
、
妻
葵
の
上
の
母
。「
三
の
宮
」
も
同
じ
。

注
4

さ
る
か
た
な
り
＝
姉
と
妹
で
も
そ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
ふ
う
な
の
で
あ
る
。
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す

ま

あ
か
し

二
次
の
文
章
は
、
遠
く
離
れ
た
須
磨
・
明
石
の
地
か
ら
都
に
戻
っ
た
光
源
氏
が
、
以
前
か
ら
思
い
を
寄
せ
て
い
た
朝
顔
の
姫
君
の
も
と
を
久
し
ぶ
り

に
訪
れ
、
ま
ず
姫
君
の
叔
母
で
あ
る
女
五
の
宮
に
対
面
す
る
場
面
で
す
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

も
も
ぞ
の

長
月
に
な
り
て
、
注
1

桃
園
の
宮
に
渡
りⅰ
た
ま
ひ
ぬ
る
を
聞
き
て
、
女
五
の
宮
の
そ
こ
に
お
は
す
れ
ば
、
そ
な
た
の
御
と
ぶ
ら
ひ
にａ
こ
と
つ
け
て
ま
う

み

こ

で
た
ま
ふ
。
注
2故院

の
、
こ
の
御
子
た
ち
を
ば
心
こ
と
に
や
む
ご
と
な
く
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
し
か
ば
、
い
ま
も
親
し
く
、
次
々
に
聞
こ
え
か
は
し

に
し
ひ
む
が
し

こ
こ
ち

た
ま
ふ
め
り
。
同
じ
寝
殿
の
西
東
に
ぞ
住
み
た
ま
ひ
け
る
。ｂ
ほ
ど
も
な
く
荒
れ
に
け
る
心
地
し
て
、
あ
は
れ
に
け
は
ひ
し
め
や
か
な
り
。

宮
、
対
面
し
た
ま
ひ
て
、
御
物
語ⅱ
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
い
と
古
め
き
た
る
御
け
は
ひ
、
し
は
ぶ
き
が
ち
にⅲ
お
は
す
。ｃ
こ
の
か
み
に
お
は
す
れ
ど
、
注
3故

お
ほ
と
の

ふ

大
殿
の
宮
は
、ｄ
あ
ら
ま
ほ
し
く
古
り
が
た
き
御
あ
り
さ
まＡ
な
る
を
、
も
て
離
れ
、
声
ふ
つ
つ
かＢ
に
こ
ち
ご
ち
し
く
お
ぼ
え
た
ま
へ
る
も
、
注
4さる

か
た

な
り
。「

院
の
上
隠
れ
た
ま
ひ
て
の
ち
、
よ
ろ
づ
心
ぼ
そ
く
お
ぼ
え
は
べ
り
つ
る
に
、
年
の
積
も
る
ま
ま
に
、
い
と
涙
が
ち
に
て
過
ぐ
し
は
べ
る
を
、

こ
の
宮

甲

か
く
う
ち
捨
てⅳ
た
ま
へ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
あ
る
か
な
き
か
に
と
ま
り
は
べ
る
を
、ア
か
く
立
ち
寄
り
問
は
せ
た
ま
ふ
に
な
む
、

も
の
忘
れ
し
ぬ
べ
く
は
べ
る
。」

と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

か
し
こ
く
も
古
り
た
ま
へ
る
か
な
、
と
思
へ
ど
、
う
ち
か
し
こ
ま
り
て
、

「
院
隠
れ
た
ま
ひ
て
の
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
つ
け
て
同
じ
世
の
や
う
に
も
は
べ
ら
ず
、
お
ぼ
え
ぬ
罪
に
当
た
り
は
べ
り
て
、
知
ら
ぬ
世
に
ま
ど

い
と
ま

ひ
は
べ
り
し
を
、
た
ま
た
まイ
お
ほ
や
け
に
数
ま
へ
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
は
、
ま
た
と
り
乱
り
暇
な
く
な
ど
し
て
、
年
ご
ろ
も
、
ま
ゐ
り
て
い
に
し

へ
の
御
物
語
を

乙

聞
こ
え
う
け
た
ま
は
らＣ
ぬ
を
、ｅ
い
ぶ
せ
く
思
ひⅴ
た
ま
へ
わ
た
り
つ
つ
な
む
」

な
ど
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
、

「
い
と
も
い
と
も
あ
さ
ま
し
く
、
い
づ
か
た
に
つ
け
て
も
定
め
な
き
世
を
、ウ
同
じ
さ
ま
に
て
見
た
ま
へ
過
ぐ
す
、
命
長
さ
の
う
ら
め
し
き
こ
と

多
く
は
べ
れ
ど
、
か
く
て
世
に
立
ち
返
り
た
ま
へ
る
御
よ
ろ
こ
びＤ
に
な
む
、エ
あ
り
し
年
ご
ろ
を
見
た
て
ま
つ
り
さ
し
て
ま
し
か
ば
、
く
ち
を
し
か
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入
試
概
要

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英
　
　
　
　
　
語

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生
　
　
　
　
　
物

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化
　
　
　
　
　
学

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国
　
　
　
　
　
語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語
一
般
選
抜
日
本
史

一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

音
楽
実
技

問
五

線
部
ア
「
か
く
立
ち
寄
り
問
は
せ
た
ま
ふ
に
な
む
、
も
の
忘
れ
し
ぬ
べ
く
は
べ
る
」、
イ
「
お
ほ
や
け
に
数
ま
へ
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て

は
」、
カ
「
こ
と
に
か
く
さ
し
向
か
ひ
て
人
の
ほ
め
ぬ
わ
ざ
か
な
」
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア
が

39

、
イ
が

40

、
カ
が

41

。

ア
「
か
く
立
ち
寄
り
問
は
せ
た
ま
ふ
に
な
む
、
も
の
忘
れ
し
ぬ
べ
く
は
べ
る
」

こ
う
し
て
光
源
氏
が
久
し
ぶ
り
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
も
、
年
老
い
て
昔
の
こ
と
を
思
い
出
せ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
し
て
光
源
氏
が
見
舞
い
に
来
て
く
だ
さ
る
の
で
、
現
在
の
つ
ら
い
境
遇
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
し
て
光
源
氏
が
い
ろ
い
ろ
と
昔
の
こ
と
を
尋
ね
て
く
だ
さ
る
の
で
、
物
忘
れ
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
そ
う
で
す

こ
う
し
て
光
源
氏
が
今
の
生
活
状
態
を
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、
貧
し
く
孤
独
な
日
々
を
忘
れ
ら
れ
そ
う
で
す

こ
う
し
て
光
源
氏
が
忘
れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
っ
て
も
、
他
は
だ
れ
ひ
と
り
私
を
覚
え
て
い
な
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん

イ
「
お
ほ
や
け
に
数
ま
へ
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
は
」

公
式
の
場
に
お
い
て
、
犯
し
た
罪
が
許
さ
れ
て
以
後
は

国
家
の
た
め
に
、
数
年
間
お
仕
え
申
し
上
げ
て

朝
廷
か
ら
、
一
人
前
の
人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ
い
て

天
皇
に
、
数
多
く
の
仕
事
を
与
え
て
い
た
だ
い
て

役
人
と
し
て
復
職
し
、
数
々
の
仕
事
に
奉
仕
し
て
か
ら
は
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ｆ

29

「
あ
や
し
き
」

思
い
込
み
の
過
ぎ
た

品
性
に
欠
け
た

信
用
で
き
な
い

承
服
し
か
ね
る

事
情
を
わ
き
ま
え
な
い

問
二

線
部
Ａ
〜
Ｆ
に
つ
い
て
、
Ｆ
「
に
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
は
、
Ａ
〜
Ｅ
の
中
の
ど
れ
で
す
か
。
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

30

。

Ａ
「
な
る
」

Ｂ
「
に
」

Ｃ
「
ぬ
」

Ｄ
「
に
」

Ｅ
「
に
」

問
三

線
部
ⅰ
〜
ⅵ
は
誰
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

解
答
番
号
は
ｉ
が

31

、
ⅱ
が

32

、
ⅲ
が

33

、
ⅳ
が

34

、
ⅴ
が

35

、
ⅵ
が

36

。

光
源
氏

朝
顔
の
姫
君

女
五
の
宮

故
院

故
式
部
卿
の
宮

故
大
殿
の
宮

問
四

甲

・

乙

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な

さ
い
（
同
じ
記
号
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
解
答
番
号
は

甲

が

37

、

乙

が

38

。

さ
へ

だ
に

の
み

ば
か
り

よ
り
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問
七

線
部
エ
「
あ
り
し
年
ご
ろ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
時
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
問
題
文
の
中
の

線
部

〜

の
う
ち
同
じ
時
を
指
し

て
い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

43

。

院
の
上
隠
れ
た
ま
ひ
て
の
ち

童
に
も
の
し
た
ま
へ
り
し
を
見
た
て
ま
つ
り
そ
め
し
時

山
が
つ
に
な
り
て
、
い
た
う
思
ひ
く
づ
ほ
れ
は
べ
り
し
年
ご
ろ

い
に
し
へ
の
世

さ
や
う
に
こ
そ
悔
ひ
た
ま
ふ
折
々

問
八

線
部
オ
「
ゆ
ゆ
し
く
お
ぼ
え
は
べ
り
て
な
む
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

44

。

女
五
の
宮
が
、
光
源
氏
が
天
皇
と
顔
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
ま
れ
に
見
る
宿
運
の
持
ち
主
だ
と
恐
れ
敬
っ
た
こ
と
。

女
五
の
宮
が
、
光
源
氏
が
天
皇
を
し
の
ぐ
容
貌
だ
っ
た
た
め
、
凶
事
が
起
こ
り
そ
う
で
縁
起
が
悪
い
と
思
っ
た
こ
と
。

光
源
氏
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
傑
出
し
て
い
て
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
不
吉
さ
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
。

光
源
氏
が
、
子
ど
も
時
代
に
く
ら
べ
て
格
段
に
美
し
く
成
長
し
た
姿
に
、
今
で
は
対
面
す
る
こ
と
が
慎
ま
れ
る
こ
と
。

光
源
氏
が
、
幼
少
期
の
光
源
氏
の
姿
が
秀
逸
だ
っ
た
の
で
、
大
人
に
な
っ
た
時
の
変
化
が
忌
み
は
ば
か
ら
れ
た
こ
と
。

（
国
語
問
題

お
わ
り
）
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カ
「
こ
と
に
か
く
さ
し
向
か
ひ
て
人
の
ほ
め
ぬ
わ
ざ
か
な
」

こ
と
さ
ら
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
名
指
し
で
は
人
を
ほ
め
な
い
も
の
だ
よ

こ
ん
な
対
面
の
場
で
長
話
を
す
る
の
は
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ

こ
の
よ
う
に
本
人
を
目
の
前
に
す
る
と
つ
い
ほ
め
て
し
ま
う
も
の
だ
よ

容
貌
に
つ
い
て
面
と
向
か
っ
て
話
す
の
は
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
よ

わ
ざ
わ
ざ
面
と
向
か
っ
て
こ
の
よ
う
に
人
は
ほ
め
な
い
も
の
で
あ
る
よ

問
六

線
部
ウ
「
同
じ
さ
ま
に
て
見
た
ま
へ
過
ぐ
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

〜

の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

42

。

女
五
の
宮
が
、
桐
壺
院
の
死
去
と
光
源
氏
の
流
離
と
い
う
二
つ
の
事
件
を
、
世
の
無
常
と
い
う
同
じ
観
点
か
ら
、
諦
め
の
境
地
で
見
て
い

た
こ
と
。

女
五
の
宮
が
、
桐
壺
院
の
死
去
と
光
源
氏
の
流
離
を
、
世
の
無
常
で
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
は
言
え
、
深
く
悲
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
て
来

た
こ
と
。

女
五
の
宮
が
、
桐
壺
院
の
死
去
に
驚
く
ば
か
り
で
世
の
無
常
に
気
づ
か
ず
、
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
も
な
く
、
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て
来

た
こ
と
。

女
五
の
宮
が
、
自
身
は
何
一
つ
変
わ
ら
ぬ
不
遇
の
ま
ま
、
桐
壺
院
の
死
去
と
光
源
氏
の
流
離
を
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
傍
観
し
て
い

た
こ
と
。

女
五
の
宮
が
、
長
い
人
生
で
多
く
の
こ
と
を
見
て
来
た
の
に
、
桐
壺
院
の
死
去
と
光
源
氏
の
流
離
を
、
一
連
の
事
件
と
し
て
見
誤
っ
て
い

た
こ
と
。
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